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千葉大学薬友会

香港浸会大学との学部間協定調印
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　荒野泰前薬学研究院長から「たすき」を受けとり、亥鼻山の「The Long and Winding 
Road」を２年間走ることになりました高山と申します。どうぞ宜しくお願い申し上げま
す。光陰矢の如しと言いますが、私が千葉大学薬学部を卒業してから既に３７年が経過し
ました。この間、大学院博士課程設置、国立大学法人化、大学院重点化による薬学研究
院と医学薬学府の設置、薬学教育６年制課程のスタート、教育カリキュラムの見直し、
入試の多様化、大学院再改組、西千葉地区から亥鼻キャンパスへの移転などを経て、我
らの学び舎は絶えずその姿を変えながら薬学教育・研究の拠点形成を目指し歩んでまい
りました。しかし今、「Let it be」と口ずさむゆとりはなく、さらなる高みを目指して
の「全力疾走」が社会から求められています。

　昨年終わりに文部科学省が策定した「国立大学改革プラン」によりますと、われわれ国立大学は、社会の
変革を担う人材の育成やイノーベーション創出といった役割を果たすために早急に機能強化に取り組んでい
くことが強く求められています。そのためのミッションの再定義（各国立大学と文部科学省が意見交換を行
い、研究水準、教育成果、産学連携等の客観的データに基づき、各大学の強み・特色・社会的役割を整理）
が行われ、今後、それぞれの大学（学部）の強みや特色を伸ばし、その社会的役割を一層果たしていくため
の機能強化を図っていくことになります。千葉大学薬学部でもこの大方針に沿って、これまで培ってきた強
み・特色（例えば、医療系３学部と附属病院が連携して行う専門職連携教育、伝統ある植物科学・天然物化
学、薬物動態学・毒性学、製剤学などを基盤とした創薬研究）の推進に加え、英語教育プログラム等を強化
することによる国際創薬研究者の育成、大型研究プロジェクトの創始、医薬看連携による亥鼻治療学拠点の
形成、さらに薬剤師の生涯教育や薬剤師会等との連携による社会的課題等への対応を進めてまいりたいと考
えています。況や、学部大学院の学生諸君がじっくり学び研究に専念できる環境作りにも努めて参ります。
　研究院長拝命以来「任重くして道遠し」の想いですが、この重要な改革期にあたり薬学部全教職員は一致
団結して、グローバルに活躍できる薬学研究者並びに優れた薬剤師を育成することに全力を尽くしていきた
いと考えております。薬友会会員の皆様の常々のお力添えは何よりも心強いものでございます。今後ともご
支援・ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げますとともに、千葉大学薬学部生涯教育セミナー、薬友会総会など
で会員の皆様にお会いできますことを楽しみにしております。
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　私は、１９６８年に千葉大学薬学部に入学し、大学院中退後職員となり、この２０１４年に定
年で退職します。これまで、学生として４.５年そして職員として４１.５年の計４６年間千葉大
学薬学部にお世話になりました。４年次には、故池田仁三郎教授が主宰され、故石井永助
教授、村上泰興助手（現、東邦大学名誉教授）、故細谷勝弘教務職員の先生方がおられた
薬品製造学研究室に配属されました。その後、教務職員（文部技官）を経て１９７８年に助
手に昇任させて頂ました。１９８８年には石井先生が教授に昇任され、原山尚先生（現、岡
山大学名誉教授）が助教授として加わったことで、翌年１０月からOxford大学Dyson 
Perrin LaboratoryのLaurence M. Harwood博士（現、Reading大学化学科教授）のグ
ループで博士研究員として充実した１５ヶ月間を過ごさせて頂きました。帰国後の１９９２

年助教授に昇任させて頂きましたが、１９９５年には既に私の留学当時から体調を崩されていた石井先生が、定
年を約２年残して休職されました。幸運にも１９９６年には教授に昇任させて頂き、これまでの研究の継承に加
え、「いつか製造からくすりを」を、そして「教科書に載るような反応を」を合言葉した、創薬化学的およ
び基礎化学的展開を目指しました。具体的には、「プエラリア」をはじめとするタイ産薬用植物の成分研究と
グアニジン・ケミストリーをタイの先生方や白鳥製薬さんのお力を得て新たに展開することが出来ました。
　研究の遂行では、海外を含む多くの方々のご協力・ご支援を頂きました。特に、ここまで辿れたのは、研
究への情熱や姿勢だけでなく研究室の管理・運営のノウハウを教えて頂いた恩師石井先生、そして夜遅くま
で精力的に実験された学生さんや強力にサポート下さった先生方、薬品製造学研究室の素晴らしい仲間、の
お蔭です。また、柄にもなく部局長も仰せつかり、医学薬学府の設置、亥鼻キャンパスへの移転、薬学部６
年制の導入、薬学部１２０周年記念事業、等大きな環境変化に対応せね
ばなりませんでしたが、その時々で先生方や事務部の方に助けて頂き、
何とか乗切ることが出来ました。学部の学生さんとは、有機化学小テ
ストのコメント欄で楽しくコミュニケーションさせてもらい、良い思
い出です。
　今振り返って、山あり谷ありで、学部の発展にどれだけ貢献出来た
かは甚だ疑問ですが、ずっと母校で過ごせたことは、この上なくハッ
ピーでしたし、大きな誇りです。ここにお世話になった方々に改めて
感謝申上げるともに、千葉大学薬学部の益々の発展を大いに願い、そ
して、強く信じております。本当にありがとうございました。
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　教員として３８年間勤務させていただきました。最終講義で最初のスライドに示させて
いただきましたが「少年易老學難成　一寸光陰不可輕　未覺池塘春草夢　階前梧葉已秋
聲」の心境です。遠い昔から、このように表現されているのですから真理なのだと思い
ます。時間は経過してしまえば「あっ」と言う間です。このことを６５歳になって深く実
感しております。しかし、だからといって夢見心地で３８年が過ぎたとは思っておりませ
ん。良く働いたという充実感があります。教育研究では総合科学である薬学の中で、千
葉大学にしかない物理化学を基盤とした製剤工学という看板を背負って活動をさせてい
ただきました。わが国でのこの領域のパイオニアである仲井由宣先生から引継いだプ
レッシャーを、ポジティブに自分なりに前向きに変換し優れた人材を社会に輩出できた

ことは無上の喜びです。私と製剤工学研究室で教員仲間として仕事をした全員（３２歳の若者は除いて）６名
がそれぞれ現在、大学の教授として頑張って下さっていることは頼もしい限りです。また、薬学部の管理運
営の中心である教授会に約３７年間参加し、長きに渡り多くの方と協働して仕事をさせていただきました。西
千葉の会議室で初めて教授会に参加した時の学部長は山岸三郎先生だったと記憶していますが、末席からタ
バコの煙の遠くに見える学部長席で博士課程設置の議論をおまとめになっていた姿が印象的でした。その後
２回の日本薬学会開催、１００周年、１２０周年、亥鼻移転、学部６年制移行、大型予算獲得、秋入学実施と変わ
らない薬学部も改革が続いたことを改めて思い知らされます。これからは、まさに国立大学大逆風の時代を
迎えます。国家財政の危機は、１２５年の歴史と伝統ある千葉大学薬学部の教育を吹き飛ばしかねない勢いで
迫っています。より高度なグローバル人材を養成すること、
私なりの言葉で表現すると、世界を舞台にして医療を、医薬
品の創製を牽引できる人間力のある若者を、大学院を中心と
して育成する任務を果たすことが要請されています。大震災
をはさんだ最後の６年間は本務を大学理事として務めさせて
いただき、ストレスフルではありましたが貴重な経験をさせ
ていただきました。千葉大学の栄えある発展を心より祈念し、
薬学研究院の皆様がより一層協力して歴史と伝統を、継承・
発展させることを期待しております。
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　私は昭和４３年に千葉大学薬学部に入学し、卒業研究と大学院修士課程は薬品化学教室
で過ごしました。恩師の原田正敏先生からは生薬薬理について学ばせて頂きました。大
学院修了後は、民間会社の薬理研究室でいくつかの新薬創製に関わらせて頂きましたが、
入社５年目に北川晴雄先生の導きで薬物学研究室の教務職員として採用されました。そ
れ以来、この３月末で退職するまでの３５年間、学部が一丸となり亥鼻移転をはさんで大
きく発展してきた本学部の輝かしい時代を共に過ごし、共に協働できたことを心から光
栄に存じております。
　薬物学研究室では、薬物代謝が医薬品の有効性と安全性に深くかかわることを明らか
にする研究に従事しました。平成９年には矢野眞吾教授の薬物治療学研究室へ移籍し、

薬剤師教育に関わることになりました。平成１３年からは高齢者薬剤学研究室を担当することとなり、臨床と
連携した高齢者薬物療法の教育と研究を行うように命じられました。人は生まれていきなり高齢者になるわ
けではなく、高齢者の病気は今日に始まったことではありません。長い潜伏期間があり、生活習慣の乱れが
肥満、高血糖、そして動脈硬化につながり、プラークを作り、梗塞や塞栓を起こすまでに長い年月がかかり
ます。高齢者の病気を防ぐには予防が大切であり、３０年後を考えた健康づくり、健康増進が大切です。そう
考えた時、高齢者薬剤学で行う研究とはその時間軸を考えた病因探索と個人差を考えた薬物療法であろうと
思い至りました。求められていることは肥満対策であり、糖尿病対策であり、がん対策です。乱れた食生活
の栄養補給としてのサプリメント研究の意義もそこにあるでしょう。それ以来、抗がん薬、個別化医療、骨・
代謝性疾患、性差医療、予防医学、臨床疫学、痒み、ハーブ・サプリメントの研究など多彩な研究テーマを
開拓し、学生たちととても楽しい時間を過ごさせて頂きました。
　一方、平成４年の医療法の改正で、薬剤師が医療人と認められた
ことを契機に「薬剤師卒後教育研修講座」を本年まで毎年開催して
参りました。この間、薬友会の諸先輩方には何度も励まされ、多大
なるご支援を賜り、今日まで継続することができました。薬友会の
皆様方に心から感謝申し上げます。
　最後になりますが、千葉大学入学以来４６年間千葉大学が私の心の
ふるさとでした。３５年間お世話になり、本当にありがとうございま
した。千葉大学薬学部が益々発展することを切に願っております。
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　平成２５年４月１日付けで千葉大学大学院薬学研究院 高齢者薬剤学研究室 教授を拝命致し
ました。本研究室は平成９年に開設された薬物治療学研究室に端を発し、平成１３年に現在の
名称となりました。高齢者の医療は、有史以来最高とされる少子高齢化を迎えている我が国
において率先して取り組むべき課題であり、その要請に先駆けて挑戦し、多様な問題を解決
された先任の上野光一教授に敬意を表するとともに、薬の効果を高齢者などの患者の状態に
合わせて最大化する、そのような研究を引き継ぎ発展させたいと考えております。とは申し
ても経験不足で力の及ばない点だらけですが、皆様のご支援、ご鞭撻を伏してお願い申し上
げます。
　私は北海道大学大学院薬学研究科にて修士課程を修了後、万有製薬（現在のMSD株式会社）
に入社し、以後２１年間、薬物体内動態の企業研究者として活動しました。その間、東京大学
薬学部の杉山雄一先生のご指導で学位を取得し、そのご縁で杉山先生のもとで助教授を務め
られた鈴木洋史先生が、東京大学医学部附属病院薬剤部教授に就任された機会に、講師とし
て東京大学に移りました。その後、寄付講座の薬理動態学講座の開設に伴い、特任准教授を
務めました。東大病院には９年間在籍したことになります。現在は本学部教授としてご活躍
の関根祐子先生と伊藤晃成先生とは、病院薬剤部で同僚としておつき合い頂いたので、私は

千葉大学に非常な親近感を覚えております。これには、千葉寛先生を始め、これまで本学は非常に優れた薬物代謝、
薬物動態分野の研究者を輩出してきたと言うこともございます。
　私の研究テーマは、薬物体内動態および薬効のモデリング、臨床薬理学、医薬品開発論などで、より具体的には
薬物相互作用の解析、疾患モデルの構築などであり、最近は薬物相互作用のガイドライン策定をお手伝いしました。
またアルツハイマー病進行のモデル化にも取り組んでいます。経歴からお気づきかもしれませんが、私は研究は
大好きですが学問一筋ではなく、創薬、臨床開発、承認申請、あるいは医療を実際に経験し、現場を肌で感じた点
が今となり大変良い経験となっております。これからはその経験を学生に伝えつつ、本学の素晴らしい実績を継
承して有為な人材の育成に微力を尽くす所存でおります。どうぞ宜しくお願
い申し上げます。

主要論文
�A．Hisaka，Y．Ohno，T．Yamamoto，H．Suzuki．Prediction of 
pharmacokinetic drug-drug interaction caused by changes in cytochrome P４５０ 
activity using in vivo information．Pharmacol．Ther．１２５，２３０-２４８（２０１０）．

�T．Kudo，A．Hisaka，Y．Sugiyama，K．Ito．Analysis of the repaglinide 
concentration increase produced by gemfibrozil and itraconazole based on the 
inhibition of the hepatic uptake transporter and metabolic enzymes． Drug 
Metab．Dispos．４１，３６２-３７１（２０１３）．

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶新任教授ご挨拶　　樋坂　章博

　平成２６年４月１日付で千葉大学大学院薬学研究院教授として製剤工学研究室を担当するこ
とになりました。昭和４４年に日本で唯一の「製剤工学」の看板が掲げられてから今年で４５年
の歴史を持つ研究室です。製剤研究はほとんどの製薬会社で行われているものの、その専門
家を養成する物理薬剤学・製剤学関連の研究室は国公立大学でも数研究室しかありません。
製剤工学研究室では、初代仲井由宣教授（現千葉大学名誉教授）、２代目山本惠司教授（現千
葉大学名誉教授）と分子レベルで製剤を科学的に評価する分子製剤学の視点に立った研究を
長年に渡って行ってきており、これまでにも多くの製剤研究者を輩出してきました。私は仲
井教授、山本教授が築き上げてきた分子製剤学の視点に立った研究を継承し、今後も製剤開
発や品質保証の分野に貢献していきたいと思います。
　現在の主な研究テーマは「難溶性薬物の溶解性改善とその評価方法の開発」で、具体的に
は薬物複合体（包接化合物・共結晶）、固体分散体、薬物ナノ粒子の調製と物性評価に関する
研究を行っています。医薬品製剤は多成分混合系であり、その評価には複数の物性測定に基
づくデータの解析が必要です。製剤の物性測定法を一通り把握した上で、論理的・科学的思
考に基づいてデータを解析し、実際の製剤の評価ができる学生を輩出していきます。また、
産官学との共同研究も積極的に行い、社会からの要請に応えられるような研究室にしていき

たいと思います。
　情報が氾濫し社会状況の変化が著しい昨今では、状況に流されずに自分で物事を考え自分の意見を述べられる
人材が求められます。論理的・科学的思考やコミニュケーション能力は短期間での習得は困難で、研究室での研究
活動や集団生活を通して経験を積むのが最適です。グローバル化に際しては、英語能力の向上と異文化交流が必
要です。交換留学生の受け入れや短期留学を推奨することで、今後も積極的に国際交流を推進していきます。ゼ
ミや研究報告にも一部英語発表を取り入れ、学生の英語能力の向上に努めていきます。薬友会会員の皆様からの
ご支援をお願い申し上げます。

主要論文
�K．Moribe，Y．Tozuka，K．Yamamoto．Supercritical carbon dioxide 
processing of active pharmaceutical ingredients for polymorphic control 
and for complex formation．Adv．Drug Deliv．Rev．６０，３２８-３３８（２００８）．

�K．Moribe，K．Higashi，K．Yamamoto．Nano-sized crystalline drug 
production by milling technology．Curr．Pharm．Des．１９，６２４６-６２５８
（２０１３）．

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶新任教授ご挨拶　　森部　久仁一

 略　歴 
昭和５９年　北大院・薬修・
修了、万有製薬株式会社
勤務、東京大学２２世紀医
療センター特任准教授を
経て現職

 略　歴 
平成６年　千葉大院・薬
修・修了、帝京大学薬学
部助手、千葉大学大学院
薬学研究院講師・准教授
を経て現職
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会 員 便 り

光陰矢のごとし
　いつの間にか私は薬学名誉教授の最年長者になった。昭和３７年に東大から千葉大に移ったとき、
桜の美しさにうたれ、猪ノ鼻キャンパスの田園風に驚いた。　
　当時日本は活況にあり医薬品でも生産の拡大が進められていた。薬学部に製剤に関する研究室が
要望され、昭和４２年に製剤工学教室が新設された。講義もこれまでにない内容なので苦労したが学
生諸君もさぞ難儀したことだと思う。強く記憶に残る一事がある。試験の時、用事が出来てしばら

く試験室から離れたことがあった。同じ答案が出てくると思ったところそのようなこともなく、なかには合格点
に達しないものもいた。この誠実さに感動し以来学生を全面的に信用するようになった。
　研究室では中島新一郎先生（山梨大学名誉教授）と熱分析装置の自動化に苦労を共にし、初めて錠剤の崩壊過程
がレコーダーから出たときの喜びは忘れられない。教室が軌道に乗り始めたころ西千葉に移転することになり本
格的な教育・研究が始まった。とくに添加剤との混合粉砕では薬品の奇妙な現象が次々に発見されメカノケミスト
リー研究の始まりとなった。
　西千葉では建物や設備が格段に良くなり、やがて博士課程が出来て優れた卒業生が輩出した。山本恵司先生が
研究室を受け継ぎ活発な教室の伝統を作り上げてきた。薬学はいま猪ノ鼻に御里帰りし新たな発展をしている。
この３月には山本先生は定年を迎えようとしていて、まさに光陰矢のごとしである。

仲井　由宣　（千葉大学　名誉教授）

西千葉キャンパスの思い出
　私は、薬学部が亥鼻キャンパスから西千葉キャンパスに移転した年に入学した。受験は自然の中
に平屋の校舎が点在する亥鼻の薬学部校舎で行われ、緑豊かで静かな環境での学生生活に大いにあ
こがれた、当時の西千葉は新しい校舎ばかりが目立ち、植栽も育っておらず殺伐とした雰囲気で、
ここで四年間も過ごすのかと暗い気持ちになったのをよく覚えている。
　しかし、クラブ（柔道部、歴史同好会）に所属していたこともあり、多くの他学部の友人が出来、実

習を通じ薬学部でも交流が深まるにつれて、我が家のように感じるようになった。卒業後の西千葉キャンパスは、
自分の青春の象徴そのものであった。
　卒業してから船橋にある東邦大学薬学部に勤務したこともあり、西千葉キャンパスに行く機会も多かった。ほ
とんど変わらない母校がいつもそこにあったことは、私の心のよりどころであり、西千葉キャンパス第１期生と４０
年間以上もこの思いを共有できたのは､大きな喜びでもあった。
　薬学部が６年制になり、教育、研究、そして薬剤師の役割も大きく変わろうとしている。薬学部は再び亥鼻キャ
ンパスに移転し、医学部、看護学部とも近く理想的教育環境になった。これから多くの学生が、信頼される薬剤師、
優秀な創薬研究者として巣立っていく事と思う。新しい千葉薬の歴史が始まるという期待感が、私の過ごした薬
学部のキャンパスがなくなったという寂しさを打ち消してくれる。　　　　　　　　　　　　　（昭和４５年卒業）

横山  祐作　（日本薬学会　常任理事）

　昭和５０年に薬学部製薬化学科を卒業後、修士課程へ進み、米国留学を経て、博士課程の第１期生
として再び千葉大学にお世話になりました。学位を取得した時は、すでに３０歳を超えていましたの
で、千葉大学には本当に長きにわたりお世話になりました。博士課程修了後は、北海道薬科大学に
赴任し３２年の月日が流れていきました。北海道薬科大学へは、昭和５７年４月に着任しました。着任
日は４月８日でしたが、その日は大雪で、冬用の靴があるという当たり前の北海道の生活さえ知ら
ず、やっとの思いで大学につくことができました。今から思えば、古き良き思い出です。北海道薬

科大学では、助手、講師、助教授、教授と昇格させていただき、その都度、さまざま校務に追われる日々を過ごし
てきましたが、平成２３年４月に、わたしにとっては青天の霹靂で学長職を命じられ現在に至っています。北海道薬
科大学は、昭和４９年に石狩湾を望む風光明媚な高台（小樽市桂岡町）に設置されましたが、平成２７年４月に札幌市
手稲区に移転することになりました。開学して４０年を経て、校舎の老朽化が進んだことに加え、今後の学園と大学
の発展を見越しての判断です。新校舎の建築は順調に進んでおり、５月には講義棟、１０月には実習・研究棟が完成
します。移転を機に、これまで培ってきた教育研究をさらに発展できればと思っています。

（昭和５７年博士課程修了）

渡邊　泰裕　（北海道薬科大学　学長）

　私は１９８０年に薬学部を卒業しその後千葉大学医学部に入学、１９８７年に卒業し神経
内科、２００５年に大学病院のリハビリテーション部、２００８年からは総合医療教育研修
センターに勤務しています。医学生や研修医などの医療専門職の教育を担当する
部署です。現在、私が携わっているのは、１）専門職連携教育：医学部と薬学部、
看護学部の学生を一緒に教育することで将来の医療の現場でのチーム医療が円滑
に行える医療人を育成しようというプログラムです。写真は４年生の授業でグ
ループワークの指導をしている時のものです。２）医療コミュニケーション教育：

模擬患者に対して医学生が医療面接を行って診療技術を向上させる目的の授業です。模擬患者の育成も行ってい
ます。興味のある方は、模擬患者として活動してみませんか？３）医療プロフェッショナリズム教育：今までは自
然に身に着けるものと考えられていた医療者としての態度や心構えを教育するためのプログラムです。４）海外留
学支援：交換留学のコーディネートや学会参加のため昨年は、韓国、中国、ヨーロッパ２回、アメリカと忙しい１
年でした。医学教育の分野自体がまだ新しく、今まで行われていなかった教育内容や方法をなかなか理解しても
らえないという困難さはありますが、面白い仕事であると感じています。　　　　　　　　　　（昭和５５年卒業）

朝比奈　真由美　（千葉大学医学部附属病院　総合医療教育研修センター　講師）
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医学メディアでの３０年
　大学を出てから３０年あまり、自分はほぼ一貫して、臨床医向けの雑誌『日経メディカル』の記者
として報道に携わってきた。メディアには様々な形態があり、全国ネットのテレビや新聞が全てで
はない。医学領域を対象とする専門性の高いメディアにとって、本当は医師もあまり詳しくはない
薬について十分な知識を持っている薬学出身者は、うってつけの人材ともいえたわけだ。１０年ほど
前に薬学部教育は薬剤師養成に大きく舵を切ったのだが、学生一人ひとりにとっては、それ以外の

可能性を排除する必要は全くないと、強く思う。その一方でいまメディアは、紙からインターネットへと、大きな
変革のまっただ中にいる。ネットで誰もが簡単に情報の発信者になることができ、しかも瞬く間にその情報が全
世界に伝わるようになるとは、誰が想像できただろうか。新聞や出版社が身売りされるという米欧の状況は、遅か
れ早かれ日本にも及ぶだろう。このような大局的な社会情勢の変動に、一個人としてあらがうことは難しい。２
年前、当時『日経ドラッグインフォメーション』の編集長だった私は、薬学部の就活学生を対象とした講演を依頼
された。就活中の後輩に伝えたいことは何かと改めて考えた結論が、「人生は長く、途中で何があるか分からない。
どのような仕事に就けばよいか迷っているなら、今、自分がやりたいことをしてみなさい」だった。「では、おま
えはできているのか」と問われると、返答に窮してしまうのだが。　　　　　　　　　（昭和６０年修士課程修了）

髙志　昌宏（日経BP社 日経メディカル別冊編集部）

　１９９０年代後半の３年間、アフリカのナイジェリアに勤務していました。治安が悪かったこともあ
り、勤務先の事務所と自宅は高い塀で囲まれた同じ敷地内にありました。日本では、まずないこと
ですが、自宅から歩いて通勤していました。敷地の外を歩くことはほとんどなかったので、赴任の
半年後に、ヨーロッパに行き町中を歩いたときは、開放感を感じました。
　現地では日本で食べていた食材を入手することが難しかったので、休暇で帰国したときには、保
存のきく食材を大量に持って行きました。日本のカップラーメンをごちそうのように感じて食べて

いました。停電や断水が多く、風呂場でシャンプーをしている最中に断水したときには、大声で妻を呼んで、断水
用に保存していたポリタンクの水でシャンプーを流しました。熱帯地方のナイジェリアでも水でシャンプーを流
すのは冷たく感じました。
　アフリカに住んでいたことを考えると、日本で普通に暮らしていることをありがたく思います。アフリカの経
験が役に立っている大きな一つは、われわれ夫婦が、賞味期限の切れた食材でも、全く問題ないと考えるように
なったことだと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成元年卒業、平成２１年博士課程修了）

渡邊　伸一　（医薬品医療機器総合機構　部長）

　卒業してからあっという間に２０年以上もの年月が経ってしまいました。最近久しぶりに我が組織
に新人社員を迎えました。入社した頃、今の自分の年齢の先輩（上司）は皆オジサン、オバサンに
見えたものですが、今は自分がその身。なんとも複雑な気分です。
　さて、ここ４－５年、休日は、近所のスポーツクラブのゴルフレッスンにせっせと通っています。
毎回フォームを修正されてしまうためコースに出るたびに微妙なショットが連発しますが、ぐっと
我慢して頑張っています。お昼のビールも楽しんでいますし、気持ちよく会話を楽しみながらプ

レーしています。ゴルフのおかげで製剤工学研究室の大先輩方にコンペに誘っていただき、お近づきになれまし
た。ただ、大先輩方のコンペは平日ゴルフが基本のようで、最近なかなか参加できていないのが残念です。。。
　最近は、運動不足のところを頑張り過ぎたからか、少し足を痛めてしまいました。ある名門コースでカートをリ
クエストしたところ、「カートは高齢者の方用に準備しております」と言われてショックを隠せず。結局特別に使
わせてもらいましたが、せっかく老後も楽しめるスポーツとして力を入れ始めたのに、老後までこの体はもつのだ
ろうかと、少し不安になっています。健康寿命って大事ですね。無理せず、ゆる～りとレベルアップを目指します。

（平成３年卒業）

佐々木  小夜子　（エーザイ株式会社　執行役員）

　現在、国立感染症研究所 細菌第二部で研究員として勤めており、主にグラム陰性菌の薬剤耐性
（大腸菌、肺炎桿菌、緑膿菌、アシネトバクターなど）の解析を行っています。薬剤耐性メカニズム
の解析や薬剤耐性菌の進化といった基礎的な研究だけでなく、薬剤耐性菌のタイピング・分離状況
の調査や検出方法の検討など、より臨床現場に近いところで結果を求められる研究所ならではの仕
事も多く、医療機関や地方衛生研究所の方々と一緒に働く中で、自分に今求められていることは何
だろうと考えながら仕事を進める毎日です。

　どのような分野にも「はやり」はあると思いますが、薬剤耐性菌においても同様で、新たな耐性遺伝子が年々発
見され、問題とされる菌もどんどん替わっていきます。人類が何十年もかけて実用化させてきた抗生物質に対し
ても、次々と耐性菌が出現しており、細菌の進化はすごいなぁと感じています。「人類と細菌のどちらの味方をし
ているの」と同僚に笑われることもありますが、もちろん人類の味方としてこれからも頑張っていきたいと思いま
す。
　千葉大学には、学部生・大学院生を含め９年もの間、お世話になりました。私が過ごした西千葉キャンパスに研
究室はもうないので少し寂しいですが、薬学部・薬学研究院のこれからのご発展を楽しみにしています。

（平成２１年博士課程修了）

松井  真理　（国立感染症研究所　主任研究員）
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卒業生(留学生)か卒業生(留学生)からら

廖　継思
　私が千葉医科大学附属薬学専門部（以下千葉薬專と称する）に入学したのは１９４２年４月で、卒業し
たのが１９４４年９月だったから、日本籍で卒業した最後の台湾留学生だった。
　あまり考えたことはないがあれから７０年たった。
　台湾から何故はるばる千葉に留学したかとよく問われるが、別に特別な意味はなかった。台湾では
薬剤師を志望する学生を教育する学校がなかったにすぎない。当時日本国内でも薬学専門学校は１０校
あったが官立は千葉、金沢、長崎三医大の附属薬專が各５０名だったほかは私立の８校が薬剤師養成の
任務を負っていた。その中から少数派の千葉薬專に入れたのはいろいろな意味で幸運だった。東京に

近くて暖かく、教授も同級生もよくしてくれたので居心地もよかった。
　ただ、台湾からの千葉薬專留学生は戦前を通じて僅か１５名で、在学年次もとびとびなばかりか、台湾での住所も各地に分散していて、
全部が一堂に集まったのは１９６５年に薬学部の台湾登山隊が来台したときだけだった。先輩の最年長者は大正５年卒業の潘経さんという
方でかれは台湾からではなく、中国からの留学生だった。しかし日本語は流暢で後輩の面倒をよく見ていた。戦前の卒業生では私が最
年少だった。
　薬剤師という職業はずいぶんつぶしがきくようで、公務員、病院薬局、薬局、製薬、貿易と中々活動範囲が広い。私は病院薬局以外
は大体経験した。食品や栄養方面にもかかわっている。ただ、最近の薬品の進歩をみると古い薬学の知識では追いつかない点もかなり
多く、マサに生涯学習が必要なのを痛感させられる。
　薬剤師になって得をしたと思うことがある。病院でもらう薬の内容がわかること、副作用に関する情報に敏感なこと、病状や治療に
対してある程度意見があることなどであろう。具体的には我が家の医療費はかなり節約している傾向がある。しかし、薬学の進歩に追
いつくにはこの年齢ではかなり無理になってきた。分からない点は若い薬剤師に訊いていくほかないと感じているこのごろである。

王　昌恩
　１９８２年から１９８８年まで恩師の渡辺和夫先生のご指導の下で勉強しておりました。１９８８年３月２５日に薬学博士の学位
をもらって２日後の２７日に家族三人で一緒に中国に帰ってきました。帰国後、中国医学科学院・中国協和医科大学に
入って教授まで働きました。１９９６年に中国国家自然科学基金委員会に転職して、薬物学・薬理学学科、予防医学・免
疫学学科の主任を経て、中医学・中薬学学科主任教授に任されました。一年前に定年退職になっております。
　帰国後、中国元日本留学生の会を積極的に推進し、中日両政府また両国の友好人士の支持と努力の下で１９９２年に中国
留日学人帰国者の会を発足されました。私はその会の常務副会長を担当し、２２年以来、“祖国建設の柱石、中日友好の
かけ橋”という主旨に沿って頑張っております。２００７年８月５日に母校の千葉大学の学長グループまたは学友の皆様た

ちの支持によって千葉大学学友会の中国支部を成立しました。“千葉大学中国校友会”の名付けとしており。私は会長に選出されていま
す。古在元学長先生、齋藤学長先生、山本先生を始めとしての副学長方々、国際教育センターの先生方々、校友会の皆様に指導・支持
をいただいています。また、私は２００８年から２０１３年まで千葉大学テニュア・トラックシステム評価・選考委員会委員長の山本先生の推
薦によって、委員とされ、年二三回の会議の参加で大学に戻ってきたのでした。良い勉強になりました。
　目下、定年退職したけれども、幾つかの大学の特任・講座教授で頻繁的な国内出張や、定期的な外来診療の出勤、書道、詩詞などの
趣味、また、国のある学術賞や９７３，８６３などのある領域のプログラムの審査などの事で、けっこう忙しくて楽しい毎日です。

Satit Puttipipatkhachorn
　幸運なことに１９８７年にバンコクにある在タイ王国日本大使館に応募した日本の国費留学生に採用され、博士課程に
進学できることになりました。筑波大学で６か月の日本語研修の後、千葉大学の博士課程に入学しましたが、実は、そ
れまであまり日本のことは知りませんでした。でも、先進国である日本で勉強し、タイの将来の科学や産業の発展に役
立てたいと思っていました。
　製剤工学研究室に来て、仲井由宣教授や山本先生はじめ、全ての皆さんが仕事でもプライベートでもとても親切にし
てくれたことは一生忘れません。千葉の生活は冬は寒かったですが、とても楽しく今でも故郷だと思っています。
　１９９１年に博士の学位をもらい、母校マヒドン大学薬学部で教員となり、現在も准教授として仕事をしています。私は

日本で学んだ分子製剤学の考え方を今でも研究に役立てています。最初はタイの天然資源であるキトサンを使って医薬品含有フィルム
を調製して、相互作用と物性変化について研究しました。現在の研究は経口製剤の徐放化やタイ産生薬の高品質製剤化についてですが、
今までに９０報の論文を発表しました。最近はタイ赤十字と協力してウマ抗狂犬病免疫グロブリン・凍結乾燥製剤の橋渡し研究をやって
います。２００４年にアジア薬学会から石館賞を頂き光栄に存じています。今は大学の仕事以外にもタイFDAやタイ王立薬学会などでの
役員の仕事もあり大忙しです。今でも千葉大学で勉強したことが、私の人生を良い方向に進めてくれたことに感謝しています。仲井先
生や皆さんのお陰だと思っています。

那仁　満都拉
　私は２００８年３月に鈴木和夫先生にご指導いただき博士課程を修了しました。修了後、カナダ・アルバータ大学でポス
ドクをさせていただき、現在は中国・杭州市にある浙江大学医学部公共衛生学院で教授をしています。最近ではAs２O３
の毒性について、主にヒ素や関連物質の代謝経路、代謝メカニズムを研究すると共に、それらの発ガンに対する効果、
また得られた結果からガン抑制へも研究を進めるように努力しています。今までに著名な学術誌に３１の論文を発表で
きたことを誇りに思っています。中でも、Metallomics 誌に掲載されたGeneration of Thioarsenicals is Dependent 
on the Enterohepatic Circulation in Ratsや、Chem Res Toxicol誌に掲載されたTrivalent arsenicals are bound to 
proteins during reductive methylationは多くのcitation数を得ることができています。２０１２年８月には昭和薬科大学
小椋康光教授にお招きいただき、シンポジウムで招待講演「急性前骨髄球性白血病NB４細胞における無機ヒ素とその

代謝物の役割」をさせていただき大変感謝しております。２０１２年にはRoyal Society of Chemistry （RSC）から"Emerging 
Investigator" in Metallomicsに選ばれたのも光栄なことです。メタロミクスは体を構成する元素、とくに微量金属元素の機能と役割を
体系的に解明する研究領域で、日本語では「生体金属支援機能科学」ともいわれるオミクスサイエンスです。大学での私の紹介は以下
のURLにあります。
　http：//www.phs.zju.edu.cn/redir.php?catalog_id=７３４３&object_id=８７６３
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薬 学 部 こ の 一 年

チチチチチチチチチチチチチチチチュュュュュュュュュュュュュュュュララララララララララララララララポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンン王王王王王王王王王王王王王王王王女女女女女女女女女女女女女女女女様様様様様様様様様様様様様様様様来来来来来来来来来来来来来来来来校校校校校校校校校校校校校校校校 チュラポーン王女様来校 　
　平成２５年１１月２２日に、タイ王国チュラポーン王女が千葉大学に来
学されました。チュラポーン王女は天然物化学の著名な研究者であ
り、２４年１２月荒野教授、西田教授、戸井田教授、山本（友）教授が
訪泰した際、チュラポーン大学院大学へ招待され、大学間学術交流、
学生交流協定の締結が合意されました。来学当日は大学間協定署名
式、名誉博士号授与式（表紙写真）・チュラポーン王女記念講演が
行われ薬学研究院からは多くの教職員、学生が参加しました。

　平成２５年１０月１４日に、「学長杯争奪　第８回千葉大学駅伝大
会」が開催されました。秋空の下、西千葉キャンパスに作られ
た５区間のコースを、各チーム５人の走者が襷をつないで力走
しました。薬学からは、学部３年生有志、薬化学研究室、微生
物薬品化学研究室、遺伝子資源応用研究室の４チームが参加し、
全３１チームと競いあって、５位、９位、１２位等と健闘しました。

 駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会でででででででででででででででで激激激激激激激激激激激激激激激激駅伝大会で激走走走走走走走走走走走走走走走走走 　

　夏の恒例行事となりました薬学部ソフトボール大会（第９回）が
８月２７日から３日間、亥鼻グラウンドで開催されました。今回は１３
研究室に加えて事務職員の方々も助っ人として参加されました。炎
天下で熱戦が繰り広げられた結果、最強村山軍団（薬効薬理学研究
室）が６年ぶり３度目の優勝に輝きました。近年は春になると多く
のチームが夏の大会に向けて練習を始めるため、ハイレベルな試合
が多く見られるようになりました。ソフトボールの練習や試合を通
じて体力を養い、チームワークを高めることは、研究力向上の一助

となっていることと思います。今年も大会を開催する予定ですので、薬友会の皆様もぜひ試合を観戦しにお越し
下さい。

第第第第第第第第第第第第第第第第９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部ソソソソソソソソソソソソソソソソフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開 第９回薬学部ソフトボール大会を開催催催催催催催催催催催催催催催催催 　

　平成２５年１１月１９日に香港浸會大學中醫薬学院より呂愛平院長を含む７名の訪
問団が亥鼻キャンパスを訪問し、千葉大学大学院薬学研究院との間で学術交流
協定を締結しました。同訪問団の一員として来日した副院長の楊智釣先生は、
１９９３年～１９９６年まで製剤工学研究室に在籍して博士の学位を取得されており、
海外で活躍する卒業生との繋がりが今回学術交流協定という形で実を結びまし
た。これを機に今後は部局間での学術交流や教員学生を含む人的交流に発展す
ることが期待されます。

 香香香香香香香香香香香香香香香香港港港港港港港港港港港港港港港港浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸會會會會會會會會會會會會會會會會大大大大大大大大大大大大大大大大學學學學學學學學學學學學學學學學中中中中中中中中中中中中中中中中醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫醫薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学院院院院院院院院院院院院院院院院かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪問問問問問問問問問問問問問問問問団団団団団団団団団団団団団団団団がががががががががががががががが来来来来来来来来来来来来来来来来香港浸會大學中醫薬学院から訪問団が来校校校校校校校校校校校校校校校校校 　

　千葉大学薬学部が代表校となり城西国際大学薬学部、千葉科学大学薬学部との協働でスタートした文部科学省
大学間連携共同教育推進事業「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養
成プログラム」が、25年度から本格的に動き出しました。本プログラムは、
「顔の見える薬剤師」として社会問題や医療問題に積極的に取り組む薬学生の
養成を目指します（詳細はこちらから→http://www.yakuzaishi-yousei.jp/）。
本年度は全５種類のプログラム中４プログラムが開講し、延べ１８１人の学生
が受講しました。都内の小学校で医薬品適正使用啓発活動の出前授業に参加
した学生からは、「最初は小学生が理解できるか不安だったが、実際授業を
やってみると素直で積極的な反応がとても楽しく感じられ、自身のコミュニ
ケーション技術の向上にも役立った」との声が得られました。

 実実実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践践践践践践践社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学のののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確立立立立立立立立立立立立立立立立とととととととととととととととと発発発発発発発発発発発発発発発発展展展展展展展展展展展展展展展展にににににににににににににににに資資資資資資資資資資資資資資資資すすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるる薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤師師師師師師師師師師師師師師師師養養養養養養養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成成成成成成成ププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググララララララララララララララララ実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラムムムムムムムムムムムムムムムムム 　



－9－

 親親親親親親親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子子子子子子子でででででででででででででででで学学学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみおおおおおおおおおおおおおおおおくくくくくくくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすすすすすすすりりりりりりりりりりりりりりりり調調調調調調調調調調調調調調調調剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開親子で学ぶ夏休みおくすり調剤体験を開催催催催催催催催催催催催催催催催催 　
　平成２５年８月２日、小中学生とその保護者を対象とした「親子で学ぶ夏休み　
おくすり調剤体験」を、薬学部で主催しました。小中学生とその保護者の皆さま、
５６名が参加され、薬局薬剤師として調剤を行うという設定のもと、処方せんの読
み方、　監査、チョコを用いた分包機による調剤、軟膏調剤を体験されました。
白衣を着てちょっと緊張している姿、初めてみる分包機に興味しんしんな姿、ベ
トベトの軟膏に挑戦している姿など、小中学生の真剣な姿に、指導にあたった教

員・学生ともに多くのことを学ぶことのできた１日でした。終了後のアンケートでは、９割以上の参加者から「参
加してよかった」、「また参加したい」との声をいただきました。なお、修了生には、荒野泰薬学研究院長による
修了証をお渡しいたしました。

 MMMMMMMMMMMMMMMMeeeeeeeeeeeeeeeemmmmmmmmmmmmmmmmoooooooooooooooorrrrrrrrrrrrrrrryyyyyyyyyyyyyyyyaaaaaaaaaaaaaaaattttttttttttttttCCCCCCCCCCCCCCCChhhhhhhhhhhhhhhhiiiiiiiiiiiiiiiibbbbbbbbbbbbbbbbMemory at Chibaaaaaaaaaaaaaaaaa 　
　I joined at Pharmaceutical Technology Laboratory of Professor Keiji 
Yamamoto from December 3rd, 2013 to January 16th, 2014. There were three 
most impressive things during having been there. The first was Japanese 
people. They took care and made me feel at home. Welcome parties and every 
trip where we enjoyed together were fabulous and excellent. Second was 
research environment. Joining this laboratory gave me an opportunity to work 
in equipped laboratory with effective instruments relevant to my research. 
Third was beautiful sightseeing of Japan. I visited many places where I was so excited and fascinated. 
In sum, participating the exchange program at Prof. Yamamoto’s Lab not only help to broaden my 
perspectives and deepen my knowledge in the field, but also help to build up a good relationship and 
friendship between Chulalongkorn University and Chiba University. 　　　　　　　（Wittaya Nakachon）

 医医医医医医医医医医医医医医医医専専専専専専専専専専専専専専専専校校校校校校校校校校校校校校校校歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌、、、、、、、、、、、、、、、、秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のののののののののののののののの逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌、、、、、、、、、、、、、、、、春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののの逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍逍遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥遥歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌がががががががががががががががが千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学HHHHHHHHHHHHHHHHPPPPPPPPPPPPPPPPでででででででででででででででで聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞けけけけけけけけけけけけけけけけまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす医専校歌、秋の逍遥歌、春の逍遥歌が千葉大学HPで聞けます！！！！！！！！！！！！！！！！！ 　
　千葉大学HPを開き「大学案内

⇒
校友会・卒業生室

⇒

千葉大学の歌」と進みますと、懐かしい歌のいくつかを直
接聞くことができます。これは楽譜に基づいて千葉大学合唱団の皆さんの協力を得て、収録したものです。初め
て聞かれる方もいるかもしれません。一度お試しください。

 ママママママママママママママママツツツツツツツツツツツツツツツツモモモモモモモモモモモモモモモモトトトトトトトトトトトトトトトトキキキキキキキキキキキキキキキキヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨシシシシシシシシシシシシシシシシホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググスススススススススススススススス寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄附附附附附附附附附附附附附附附附マツモトキヨシホールディングス寄附講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念講講講講講講講講講講講講講講講講座開設記念講演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催演会開催 　
　医薬品情報学講座は、産学連携による高度な研究および指導的人材の
育成を目的に平成２５年度にマツモトキヨシHD寄附講座として設立され、
開設を記念し平成２５年７月４日に１２０周年記念講堂にて３人の先生方を
お招きして講演会を行いました（参加数２７４名、うち学生８３名）。中安一

幸先生には「EMR（Electronic Medical Record）における医薬品情報提供の課題」、飯嶋久志先生には「医療ア
ウトカムの向上と薬剤師～薬剤師職能と医薬品情報をいかに活用するか」、望月眞弓先生には「OTC薬の適正使用
と副作用情報」という内容でご講演いただき、医薬品の適正使用の重要性および課題について提言を行いました。

 千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教教教千葉大学薬学部の教育育育育育育育育育育育育育育育育育カカカカカカカカカカカカカカカカリリリリリリリリリリリリリリリリキキキキキキキキキキキキキキキキュュュュュュュュュュュュュュュュララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムにににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるる外外外外外外外外外外外外外外外外部部部部部部部部部部部部部部部部評評評評評評評評評評評評評評評評カリキュラムに対する外部評価価価価価価価価価価価価価価価価価 　
　千葉大学薬学部の薬学教育カリキュラムを点検・評価する目的で、平成２５年７月３１日に外
部評価委員会が開催されました。卒業生の受け入れ先である病院薬剤部、薬局、医薬品医療
機器総合機構、製薬企業の研究・開発部門、他大学薬学部の６名の方に評価委員をお願いし、
書面審査、教育研究施設の視察と評価委員会での審議がなされました。今回の評価結果を新
たな薬学６年制教育カリキュラムの改定に反映させることで、社会の要請にあった人材を輩
出する薬学教育を推進していきます。

成成成成成成成成成成成成成成成成績績績績績績績績績績績績績績績績優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞 成績優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・修修修修修修修修修修修修修修修修士士士士士士士士士士士士士士士士論論論論論論論論論論論論論論論論文文文文文文文文文文文文文文文文優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者者者者者者者がががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決修士論文優秀発表者が決定定定定定定定定定定定定定定定定定 　
博士後期課程　諏訪 映里子さん、修士課程　橋本 真理さんが成績
優秀賞を受賞しました。受賞者は３月２５日の千葉大学修了式におい
て、千葉大学長より表彰されました。また、平成２５年度修士論文発
表会からの新たな試みとして、優秀な発表を行った学生に対して
「医学薬学府長表彰 修士論文（総合薬品科学専攻）優秀発表賞」を
授与することになりました。選考では、研究内容、発表内容、発表態度、質疑応答などが審査されます。平成２６
年３月３日、４日に行われた修士論文発表会では、みなさん例年以上に用意周到、素晴らしい発表をされており、
専門外の参加者にもわかりやすい発表をした６名の学生（写真左から長谷川 友紀さん、中島 誠也さん、前田 
博行さん、水野 雄貴さん、森川 貴裕さん、鰐川 雅裕さん）が優秀発表者に選ばれました。３月２５日の学位授
与式の際に行われた表彰式では、表彰状と記念品が授与されました。
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研 究 室 便研 究 室 便 りり

　環境リスク研究室（平野研）は、つくば市の国立環
境研究所にある健康リスク/NanoToxicology研究室を
兼ねています。
研究テーマは、
１．ヒ素やセレンなど半金属の代謝機構と生体影響機
序の解明 
２．カーボンナノチューブ、銀粒子などナノマテリア
ルの毒性発現機構の解明
３．二次生成粒子・PM２.５の生体影響
と多岐にわたっていますが、ナノトキシコロジー分野
でEUとの共同研究を進めており、海外からの研究者
や研究生が多く在籍しています。様々な環境有害物質
と生体側とのインタラクションに伴う変化を培養細胞
や実験動物を用いることにより捉え、環境中の様々な
物質が生体に作用するメカニズムの解明を目指してい
ます。そのための手段として、プラズマ質量分析器な
どの高感度化学形態分析、共焦点レーザー顕微鏡、原
子間力顕微鏡、フローサイトメーター、遺伝子導入な
ど様々な手法を用いています。

　平成２６年４月現在、本研究室には根矢三郎（教授）・
星野忠次（准教授）・鈴木優章（助教）の職員と、博
士課程学生３名、修士課程学生３名、学部６年生３名、
５年生２名，４年生４名、研究生１名の総勢１９名が在籍
しています。研究室では、根矢教授らは生物無機化学
やヘム化合物の研究を進めており、新規のヘム物質の
創製ならびに特性評価について成果を出しています。
最近では Org．Lett．，Inorg．Chem．，Chiralityなど
に論文発表をしています。星野准教授らは計算化学の
技法を軸に、薬物設計、設計化合物の合成、合成化合
物の活性評価、標的タンパク質との共結晶X線構造解
析などの研究に取り組んでいます。

薬品物理化学

環境リスク（国立環境研究所）

　本年度は、山口教授、福本講師、山口(憲)助教、博
士研究員（学振PD）、院生（博士９名、修士２名）と
学部生１３名が在籍し、癌細胞のシグナル伝達の研究を
行なっています。この一年では、畝本力名誉教授(前
身の膜機能学教室)が瑞宝中綬章を受章されました。
また、石橋君、岡本（麻）さんと長谷川（仁）さん
（第１３３回日本薬学会）、幸君（第８６回日本生化学会）、
青山君と幸君（第１２回ファーマ・バイオフォーラム）
が学生優秀発表賞を受賞しました。更に、富岡君が
（第５５回 米 国 血 液 学 会）でAbstract Achievement 
Awardを受賞しました。柴君は修士修了して中国に

帰国し就職し
ました。教室
員一同頑張っ
ておりますの
で、薬友会の
皆様、是非お
気軽にお立寄
ください。

分子細胞生物学

　本年度の研究室は、教員３名（斉藤和季教授、山崎
真巳准教授、吉本尚子助教）、博士研究員２名、大学院
生７名（博士後期課程３名、博士前期課程４名）、学
部生１１名、技術職員１名、事務職員１名の計２５名で構
成されています。生薬に代表される植物が生産する化
学成分には薬理活性や健康機能性を有する物質が多く
存在します。私達はこのように植物が生産する多様な
天然化合物の生合成酵素や遺伝子のゲノムレベルでの
制御機構の解明とそのバイオテクノロジー応用を目的
とした研究を行っています。今年度も皆で研究に励ん
でいきますので、薬友会の皆様の温かいご支援をお願
い申し上げます。
研究室ウェブサイト
http：//www.p.chiba-u.ac.jp/lab/idenshi/index.html

遺伝子資源応用
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　遺伝子創薬学研究室は、かずさDNA研究所との連
携協力講座で木更津市のアカデミアパーク内にありま
す。こちらでの最近の研究内容を簡単にご紹介します
と、１）小原らは、免疫･アレルギー疾患の発症機序や
診断法･治療法開発のためのゲノム解析、２）中山らは、
新しい部位特異的組み換えシステムを用いたゲノムエ
ンジニアリング技術開発と疾患モデルマウスの開発、
３）鈴木らは、網羅的な代謝物解析による有用代謝物
に関与する遺伝子と代謝物アノテーションの技術開発、
を行っています。それぞれのグループが協力しながら、
次世代シーケンサー等を駆使して、医療や産業応用を
目指した研究を行なっております。また、博士課程１
名が学位を取得した後に博士研究員として継続して研
究に参加しております。平成２５年度は文部科学省地域
イノベーション戦略支援
プログラム（都市エリア
型）かずさ・千葉エリア
の最終年度にあたります
ので、研究結果のまとめ
に向けた取り組みが行な
われています。

かずさDNA研究所（遺伝子創薬学）

　薬効薬理学研究室（旧薬品化学研究室）では，スフィ
ンゴ脂質，プロスタノイド，肺線維症，炎症性大腸炎
などを研究テーマとしております．平成２６年３月現在，
３名の教員と，博士課程３名，修士課程７名，薬学科
５年次１名，薬科学科４年・３年次８名の学生が在籍
しています．今春３月末には，博士課程１名と修士３
名がそれぞれの学位を取得します．獨協大医科大学の
教員，博士課程進学，製薬企業の開発職へとそれぞれ
の道を歩き始めます．また，米国ＮＩＨに５年間留学
中であった博士課程修了者が同志社女子大薬学部の教
員として帰国予定です．彼らが薬理系の研究に新しい
風 を
送って
くれる
と期待
してい
ます．

薬効薬理学

　平成１３年の新設から丸１３年を迎える高齢者薬剤学研
究室の本年度のトピックは、平成２５年６月に上野光一
教授が「第４０回日本毒性学会学術年会」の年会長を務
められたことです。本学術年会は千葉・幕張メッセで
３日間にわたり開催されましたが、当研究室をはじめ、
実務薬学、臨床教育、生物薬剤学の学生さん計３６名に
もスタッフとしてお手伝い頂きました。当日は、海外
１１ヵ国からの参加者１４３名を含む１６４０名という学会史
上最高の参加人数を記録しましたが、学生スタッフの
活躍により、企画した特別講演、教育講演、シンポジ
ウム、ワークショップ等いずれも大盛況に終わりまし

高齢者薬剤学

　当研究
室では、
循環器疾
患の病態
解明やそ
れに基づ
いた新たな治療法の開発を目指した研究を行っていま
す。わが国では高齢化や生活習慣の欧米化により循環
器疾患の患者数は増加傾向にあります。これまでたく
さんの治療薬が開発され使われてきましたが、治療に
反応せず改善がみられない患者さんはまだ多くいらっ
しゃいます。特に心臓の働きが悪くなる重症の心不全
では、生命予後は極めて悪く心臓移植しか治療法があ
りません。病気の進行を止めるような有効な治療薬を
開発して患者さんの役に立ちたいと思います。ゼロか
らスタートした研究室ですが、今年度は学生数も10名
を超えるまでに成長しました。皆、仲良く頑張って研
究を行っています。

分子心血管薬理学

生物薬剤学
　生物薬剤学研究室
では、現在、教員３
名（伊藤晃成教授、
関根秀一助教、青木
重樹助教）、大学院
生７名（博士課程２
名、修士課程５名）、
学部生（７名）の研
究体制で、医薬品に
よる毒性発現の分子
メカニズムとこれに基づく毒性予測法開発に向けた研
究に取り組んでいます。
　研究室内では、昨年１０月に国費留学生の劉聡さんが
研究生として加わり、この４月より博士課程に進学し
ております。また１１月１日付で青木重樹助教がテニュ
アトラック助教として就任しました。日本薬物動態学
会、日本毒性学会、日本薬剤学会等において学部生、
大学院生が研究成果を発表し、第５７回日本薬学会関東
支部大会では、修士課程１年の薄田健史君が優秀発表
賞を受賞しました。今年度も、ますます研究に邁進し
ていきたいと思います。研究室HPをリニューアルし
ましたので、是非一度覗いてみて下さい。

た。また、当研究室薬学科５年生の佐藤史織さんが
「ヒスタミンH４受容体をターゲットとする新たな難
治性掻痒治療に関する研究」の発表で、優秀研究発表
賞を受賞しました。写真は、学会終了後のスタッフ打
上げ会の模様です。
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　病院薬学研究室は、石井伊都子先生が平成２４年９月
に医学部附属病院教授に着任されたため、病院におら
れる時間は長くなりましたが、研究室の学生・大学院
生の指導も益々精力的に行われています。現在、大学
院生は博士課程４年生と２年生が２名ずつ、学部生は
６年生、５年生、４年生が２名ずつ所属し、石井教授
のご専門である動脈硬化発症機序の解明を中心に薬物
治療の適正化に関する研究も活発に行っており、毎週
月曜日には薬剤部と病院薬学研究室が合同でセミナー
行っています。親睦旅行も合同で行い、今年は総勢４０
名でマザー牧場で
のBBQや鋸山ハ
イキングなど楽し
いひと時を過ごし
ました。お近くに
来られた際にはぜ
ひお立ち寄りくだ
さい。

病院薬学

　平成２５年度は、教員３名、事務補佐員１名、大学院
生４名、６年生７名、５年生４名、４年生５名の２４名
です。当研究室の研究は、薬物治療などの臨床の課題
を扱うため、研究の場は学内にとどまりません。様々
な医療機関や研究施設と連携をもち、共同研究先の先
生方や、社会人の大学院生などから、多くの刺激を受
けつつ、日々研鑽に励んでいます。また、地域貢献と
して、平成２５年８月には、「親子で学ぶ夏休み　おくす
り調剤体験」を、１０月には「無菌製剤処理実務研修会
　基礎編・応用編（千葉県薬剤師会共催）」を開催し
ました。これからも学外の多くの方々とのつながりを
大切に、臨床の課題に取り組んでいきたいと思います。

臨床教育

　平成２５年８月より佐竹尚子特任助教が就任し、関根
祐子教授、大久保正人助教と合わせ教員３名体制とな
りました。この３月
に研究室として２回
目の卒業生を社会に
送り出し、平成２６年
度からは６年生２名、
５年生２名、４年生
１人と、総勢８名の
研究室となりました。
　研究内容は、関節
リウマチ患者におけ

実務薬学

　生化学教室は伊藤素行教授が赴任してから約二年が
経とうとしています。平成２６年度はスタッフ３名、学
生１３名、職員２名の計１８名体制となります。留学生２
名を迎えて中国語や英語が研究室内を飛び交い国際色
豊かになりました。主な研究プロジェクトは以下です。
１） Notchシグナルの活性制御機構の解明、２） 細
胞移動制御機構の解明、３） 老化に伴う記憶低下の解
明。研究材料は細胞やゼブラフィッシュ、ハエと様々
で、研究分野も生化学・発生生物学・神経科学と多岐
に渡ります。しかし、細胞や生物に問いを投げかけて
答えを聞くシンプルな研究姿勢は共通しており、研究
室員同士で切磋琢磨しながら日々研究活動に邁進して
います。

生化学

　平成２６年２月現在の薬物学研究室の構成は、千葉寛
教授、小林カオル准教授、降幡知巳助教、大学院博士
前期・後期課程11名、学部６・５・４・３年生15名、
事務補佐員１名の計２９名です。当研究室では、「代謝
酵素とトランスポーターを基軸とした薬物動態・薬効
毒性発現の機序解明とその予測法に関する研究」を進
めており、その内容は２５年度国内外の研究発表会にお
いて優秀発表賞等として評価されています。これは、
受賞者に限らず研究室員が一丸となって日々研究に励
んできた成果であります。一方、研究室内餃子パー
ティといった楽しい企画も大事にしてきました。今後
も、真剣に楽しく各自のさらなる飛躍を目指していき
たいと思います。

薬物学

る関節置換術前後の生物学的製剤の使用に関する調査、
安全な医薬品開発及び医薬品の適正使用に関する性差
医療研究など臨床現場での解決すべき課題に焦点を置
いています。また、教員３名ともが病院薬剤師経験者
であり、薬剤師の実務と研究の架け橋となるよう日々
精進しております。今後とも温かいご支援のほどよろ
しくお願い申し上げます。
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卒業生の皆さん、最近の濱田研は：
☆２０１３年５月、京都大学大学院薬学研究科から、原田
慎吾博士が助教として赴任しました。
☆２０１３年８月、ソフトボール大会。久々、女子学生が
３人在籍しているため、薬化学メンバーのみで出場で
きました。決勝で敗退。
☆２０１３年１０月、西千葉で毎年行われている駅伝大会に
薬化学チームで初参戦。勢いで参加したわりに善戦。
☆２０１４年２月、薬科学科（４年制）の３年生３名、薬
学科（６年制）の３年生１名が加わりました。
これだけ読むとスポーツしかしてないみたいですが、
研究でもハードワーカーが揃っています。２０１４年度も
頑張ります。
写真：最近の研究室風景は、こんな感じです。

薬化学

　亥鼻キャンパスでの快適な研究環境に囲まれて、西
田篤司教授をはじめスタッフ・院生の計１９名で切磋琢
磨しています。西田教授がリーダーを努める日本学術
振興会アジア研究教育拠点事業では、千葉県誉田で国
際シンポジウムを開催し大成功をおさめました。参加
した大学院生の英語プレゼンテーションは実に堂々と
しており、アジア各国の大学院生同士で大いに刺激に
なったことと思います。研究面では、世界に先駆けて
アルカロイドの全合成を達成しました。この研究に携
わった院生は学会表彰も受けており、彼らの今後の活
躍が大いに期待されます。大学が懐かしくなったら、
是非お立ち寄りください。

薬品合成化学

　本年４月１６日に研究室同窓会が開催され、２００人に
も及ぶ卒業生が集まり盛大な会となりました。仲井由
宣名誉教授は「卆寿」を迎えられ、ますますお元気で
おられます。山本恵司教授は「特任教授」として、引
き続き千葉大学に在籍されています。昨年９月東助教
がミシガン大学から１年の留学を終え帰国し、植田君
（博士２年）が日本学術振興会特別研究員に採用される
等の多くの成果を得ました。植田君、長谷川さん（修
士２年）、設楽君（学部６年）、今井さん（学部６年）
が諸学会で計７つの優秀発表賞を受賞しています。学
部４年生・高橋君、小川さんがタイの大学に短期留学
し、国際交流も活発です。研究室のホームページを一
新しましたので、是非ご覧下さい。

製剤工学

　当研究室では「天然物由来糖鎖の構造と生理機能」、
「ポリアミンの生理的役割」、「アクロレインの毒性機
序」の解明を融合させた研究を展開しています。よう
やくその緒についたばかりですが、少しずつ成果が出
つつあります。最近、当研究室に配属になった３年生
が、貝類、スッポンなどから珍しい糖鎖を精製しまし
た。習得した分析技術を通して少しでも糖鎖に興味を
持ってもらえたらと願い、試行錯誤しつつ毎年新しい
素材を探索しています。今後も多様な素材に含まれる

病態分析化学

　２０１３年度もスタッフ３名と共に大学院・学部学生が
日々研究に取り組みました。「第７回若手コロッセウ
ム」では修士１年２名が発表しました。「第９６回日本細
菌学会関東支部総会」では学部４・６年生３名が発表
し、松井優里さんが「学生優秀発表者賞」を受賞しま
した。１１月には６年生の卒論発表が行われ、３月には
国家試験を受験し、薬剤師としての一歩を踏み出しま
す。２０１２年度に引き続き山本教授が世話人となり「第
２回千葉大学感染症ネットワーク研究会」を開催、学
内外から１２０名が参加し盛会となりました。このネッ
トワークにより共同研究も活発となり、学生１名は
３ヵ月間ドイツで研究しました。現在、新４年生を迎
え益々研究に励んでいます。

微生物薬品化学

糖鎖、ポリアミンなどの分析を行うと同時に、常に新
しい分析手法の開発に努め、生命現象の一部を少しで
も理解することに貢献できるよう精進していきたいと
思います。
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研究室のTopics
　本研究室は、４名の教員と博士課程３名、修士課程
６名、学部学生７名、秘書１名の総勢２１名で構成され
ています。昨年５月から花岡助教は米国国立衛生研究
所に留学しており、３月に帰国します。本研究室では、
がんの早期診断や治療効果の早期判定を目的として、
細胞内の生理学的、生化学的変化の非侵襲的な画像化
が可能なアイソトープ標識薬剤や、がんのみを放射線

分子画像薬品学

活性構造化学
　活性構造化学研究室では科学研究費の支援により平
成２０年度よりバングラデシュ天然薬物資源調査を行っ
ている．年に一度石橋がバングラデシュを訪問し，こ
れまでに５回野外調査を行った．現地カウンターパー
トはクルナ大学薬学部のシャミール・サドゥー教授と
ダッカ大学薬学部のフィロジュ・アーメド教授であり，
二人とも活性構造化学研究室で博士の学位を取得した
卒業生である．平成２５年度は当初１２月初めに訪問する
予定であったが，バングラデシュ総選挙前の政情不安
のため訪問を延期し３月下旬に訪問することになって
いる．これまで
に数百種の植物
種を採取し，当
研究室の生物活
性スクリーニン
グに活用してお
りよい成果が得
られてきている．

　皆様からのご支援のもと環境が整い、昨年度から時
間をかけて準備していた研究プロジェクトの順次実施
が計画されております。例えばマツモトキヨシホール
ディングス様からお借りした電子薬歴ビッグデータに
よる調査、医学部附属病院薬剤部と薬薬連携における
課題と解決についての調査、他大学と協同で進めてい
るイラスト等により情報を利用者に理解しやすくした
OTC薬添付文書の作成、および外部法人と協同で取り
組んでいる地域在宅医療に携わる薬剤師のコミュニ
ケーション能力向上のための教育プログラム開発等が
あります。今年度
から薬学科４年生
２名も加わります。
研究の結果を学会
や査読論文投稿の
形で発表できるよ
う日々努力してお
ります。

 医薬品情報学（マツモトキヨシホールディングス）

　２５年度は博士課程５名、修士課程１４名、学部６年生
１名、学部４年生５名の計２５名の学生が在籍し、含窒
素化合物をターゲットにした合成研究、成分探索研究、
医薬化学研究に取り組み、多くの成果を上げました。
その一つとして、昨年１１月に京都で開催された第５回
食品薬学シンポジウムにおいて、学部６年の岡部慧く
んが発表題目「フキ（Petasites japonicas）に含有さ
れるピロリジジンアルカロイド類の検索研究」で優秀
発表賞を受賞しました。
　２２年に博士課程を修了したMario A． Tanが再来
日し、２６年１月から３か月間、博士研究員として滞在
しました。
　２５年度のD３（西山裕之）の学位論文題目は「広範
な有効域を有するColchicine系抗腫瘍薬の創製研究」
です。修士論文の題目などにご興味のある方は研究室
のHPをご覧下さい。

生体機能性分子

で照射するアイソトープ治療薬剤の開発研究を進めて
います。最近話題となっているTheranosisのための分
子プローブの開発研究です。コンパ、研究室旅行、秋
のソフトボー
ル大会を楽し
みつつ、日々
研究活動に励
んでおります。
OB/OGの 皆
さま、お時間
がありました
らお立ち寄り
下さい。

　本年度をもって長らく薬品製造学研究室を主宰して
こられた石川勉先生がご退職され、２月２２日に最終講
義・退職記念祝賀会が執り行われました。最終講義へ
の出席者は約２００人を数え、また祝賀会にも国内外か
ら来賓の方々が駆けつけられ、大変な盛会となりまし
た。またそれに先立ち９月１４日に同窓会が催され、数
多くの卒業生にご参加頂き、内輪での石川先生のご退
職祝賀会にかえさせて頂きました。来年度以降は鈴木
紀行准教授を中心に、ケミカルバイオロジー分野にお
ける新たな研究を展開していきます。
（研究室ホームページ：
http：//www.p.chiba-u.ac.jp/lab/seizou）
写真：（平成２５年９月、同窓会にて）

薬品製造学
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ク ラ ス 通 信

昭和２０年卒業（るつぼ会）
　新緑の頃昨年６月２９日るつぼ会を東京綾瀬の江戸一
万来館で開催しました。出席者は５名、坂本、細川、
水橋、横田、佐川です。遠く青森から駆けつけるメン
バーもあり、お互いに高齢ですが、６０数年前の懐かし
い教授や授業の思い出、フスマの多く入った戦時中の
食事や船橋、船堀両工場への勤労働の思い出話は尽き
ず、気分も自然に若返りました。
　名月赤城月や影を慕いてカラオケに浸り近況を互い
に発表、我々の年齢には何らかの不具合を持ちながら
不屈の精神で克服している現状で世の為、人の為に頑
張る意気でした。カラオケが盛り上がったところで、
恒例の“秋の直遙歌”の合唱となり、元気で再開を祝
しました。坂本君からの弘前の名酒“蔵子”の差し入
れありがとうございます。
　尚、るつぼ会員が米寿を迎えたお祝いとして、今回、
銀製の耳掻きを謹呈（宮内庁御用達上田銀器製）、会員
にお送り申し上げ、祝電を戴いた千葉大学薬友会長宛
にも謹呈申し上げ
ました。縁起の良
い銀製耳掻き、ご
承知の通り銀イオ
ンは抗菌作用があ
り、最も優れた耳
掻きと自賛してお
ります。
 （佐川　安寿）

昭和２３年卒業
　平成２５年のクラス会は５月１１日に恒例の新橋「新橋
亭」で開催。一昨年のクラス会は５名の出席者と余り
にも淋しかったので、昨年のこの欄から健康で欠席さ
れた方々の氏名を列記して出席を呼びかけたのが良
かったのか今回は下記の１１名の参加を得る事が出来た。
矢張り人数が多いと話題も豊富になり活気が出ます。
特に新潟から高橋君、又数年振りの豊田君が付き添い
つきで出席された事は幹事として大変嬉しく感謝する
次第。欠席者の中に食事の件で中華が駄目な人も居り
店を変える事も考えてみたが、老齢に成ると交通経路
の変更や新規の店を探すのは面倒くさい、やはり馴れ
た所が良いとの意見も多く幹事として苦慮しておる所
です。又今回も悲しい『訃報』が３件あり。保田正夫
君（２５年８月）、岡田次男君（２５年９月４日）、井上富
夫君（２６年１月１８日）特に井上君は薬友会の亥鼻会の

主幹事を永
らく務めた。
３君のご冥
福を心から
祈る。

写真、
前列左より長谷川、大塚、植草、小林、豊田
後列左より三浦、古橋、高橋、小沢、清水、靑柳
 （三浦　清） 

昭和２４年卒業
戦後一期生の思い出
　私ども昭和２４年度卒業生は敗戦後最初の入学生であ
る。私のような田舎中学４年卒の子どももいれば、軍
の学校からの転入生も多く、なかには大陸の戦野から
復員し、復学された方もおり複雑な構成だったが、仲
良く過ごした実感はある。
　しかし空腹と列車の混雑はひどいものだった。あま
り殺伐な生活なので、野球、卓球のなどのスポーツ、
囲碁、将棋等すべての遊びのクラス内対抗戦をやろう
と発案した者がおり、私が東京から通学している友達
に野球に加わるよう勧めに行ったら絶対いやだと言う
ので難詰したら、「俺は秋葉原での乗り換えの時、階段
で一回休まないと動けない、その俺に野球をやれと言
うのか」と言われたのは、今でも鮮明に覚えている。
そして国家試験の第一回生でもある。東京はまだ焼跡
だらけ、製薬業も復興せず、ひどい就職難だった。
そんな苦しい時代を生き抜いた友も少なくなり、消息
の分っている同級生は二〇人をきり。
昨年畏友牛島君の訃報に接した。合掌 （酒井　正嘉）

昭和２５年卒業
　今年は原稿〆切２日前の２月２３日（日）角屋君の世
話でクラス会（恒例の新橋、新橋亭。午餐）を開催。出
席者は東京（角屋）、神奈川（石井、松本宏、勝又）、
埼玉（佐子）、千葉（鈴木）の６名。小人数だけに談
論風発、健康、養生、介護、長寿、終焉の備え、欠席
者１０名の近況など心通うものだった。そして、卒後６５
年の今回のクラス会をもって所謂公式の会合は終わり
とし、今後は有志の呼掛けによる三三五五の交遊を適
宜続けてはどうかということになった。
　物故者は一昨年現在１７名を数えたが、この一年間訃
報は皆無で何よりであった。現存者１６名。大概は８４歳。
長老は卒寿。米寿±の友もいる。皆電話で連絡がつく。
　今冬の厳寒、降雪
はかなり身に堪え、
被害に遭ってもいる
が、皆よく頑張って
いる。
　特に療養中の諸兄、
ご家族にはご自愛専
一、櫻花の候には緩
解されるよう祈ります。
写真：左から後列　勝又、角屋、石井
　　　　　　前列　佐子、松本、鈴木
 （鈴木　昭治郎）

昭和２８年卒業（千葉薬２８会）
　平成２５年の同期会は今年が卆業６０周年になるので、
そのお祝と今後の会の運営について相談する事に致し、
恒例の会場を離れ、千代田区KKRホテル東京日本料理
「たけはし」に移し、今後の会をどうするかということ
を予告した案内状が刺戟したのか、新井、大島、尾中、
亀田、北野、岐部、坂口、進藤、高橋、林と遠路はる
ばるバンクーバーから参加した桑原君の計１１名が出席、
盛大な会になりました。
　想い出話と今後をどうしようかと、想い出話もから
んで、結局誰言うともなしに、集まろうと云い出した
ら、電話で連絡し合って集めれば会が出来ると云うこ
とで続け様と言うことになりました。
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　最後になりますが、歴史散歩の会で皆を引っ張って
くれた鈴木豊君が
３月２３日に、飄飄
とした坂口君が５
月１９日に身罷りま
した、謹んでご冥
福を念じます。
写真
後列左より　進藤、北野、坂口、岐部、新井、尾中、
　　　　　　桑原、大島
前列左より　林、亀田、高橋
 （尾中　喜代治）

昭和３１年卒業（三一会）
　会として国内観光旅行は回を重ねてきましたが、女
性有志から、東京近辺から離れて住んでいる会員を訪
ねてその地の観光をしようと提案があり、新潟県村上
市の徳永さん、長野県飯田市の香山さんの協力を得、
設営・案内をお願いしました。
　普通の観光では味わえない、その土地の伝統文化や
人情にも触れることのできた楽しい旅でした。また、
現地在住の同窓の後輩との交流もあり、家にお邪魔し
てご家族とのお話など大変お世話にもなりましたが、
有意義な旅になりました。
　私ども三一会も今年で全員80歳を超えますが、これ
からもいろいろな集
まりや出会いで交流
を深めていきたいと
思います。今年は東
京で総会を開催しま
す。多数の参加を得
て、今後も自由な企
画で元気に行こうと
考えています。
 （菅澤　明夫）

昭和３２年卒業（千葉薬３２会）
　本年３月で千葉大学薬学部を卒業以来早くも５７年が
経過したこととなる。昭和３２年学部卒の４４名に、昭和
２８年同期入学で教養課程２年終了後医学に転身した２
名を加えた４６名で構成されていた本会も今年１月に風
間さん、２月に小尾さんが逝去され、残念ながら１０名
の物故者を数えるに至ったが、現在健在のメンバーも
あと１年で揃って傘寿を越える年齢となる。
　尚、昨年文化の日には畝本さんの瑞宝中綬章受賞と
いう吉報がもたらされた。
　卒業以来暫くは機運が高まった都度、数年毎に集い
を持って来たが、殆どの人が定年等の事情から仕事の
上で第２段階に入った１５年位前からは、隔年毎に国内
各地への小旅行を行う他、卒年に因んで千葉薬３２会と
改めて命名し原則として毎年３月２日定例会を開いて
旧交を温めて来た。毎回２０名前後の参加者を得てきた
この会は、
会員相互の
連絡を円滑
にすると共
に、在学中
に発刊・卒
後５０年を記
念して復刊
されたクラ

ス雑誌CHAOS制作・発刊継続の基盤ともなっている。
　ここのところ数年は会場を固定、日時再確認の案内
のみで予め出欠を取らずに開催、高い出席率を得てき
たが諸条件を満たし、しかも集合し易い都心では今ま
で利用してきた老舗の多くがビルの建て替え時期を迎
える等で次々と閉店・休館となり会場設定に苦心した
が、今年２０１４年は３月３日東京メトロお茶の水駅に隣
接する東京医科歯科大医学部内のレストラン　ホテル
オークラ“メディコ”にて実施、出席者は１７名であっ
た。
　また折角長年続けてきて互いに啓発しあえる事の多
いこの会を、今後は期日・時間・会場を予め完全に固
定し（今回の案内では今後１０年間のスケジュールも決
め）、都合の付くものが毎年自由に集まり懇談出来る
システムとしたので、当分は楽しくこの集いを続ける
事ができるものと思われる。 （小幡　誠、辻　和之）

昭和３３年卒業
　平成２５年度のクラス会は新宿西口から送迎バスのあ
るハイアット・リージェンシー東京で４月２５日に開催
された。西新宿での開催は初めてであり、参加者は２５
名（内女性６名）であった。当日は天候にも恵まれ、
２７階の会場からの眺めは素晴らしく、和洋中の料理と
飲み放題のアルコール類を楽しみながら、全員からの
近況報告をまじえて歓談した。予定した２時間半は瞬
く間に過ぎ、来年の再会を約して散会した。二次会は
新宿西口近くのビアレストラン「ミュンヘン」で行い
男性１５名が参加し、再び盛り上がりました。ビールの
消費量は以前と然程変わらず、皆健康の様子、次回も
元気で集まりたいものである。
　前回横浜でのクラス会には久し振りに元気な姿を見
せた中山達夫
さん（飯田市）
が昨年５月末
に他界されま
した。心から
ご冥福をお祈
りいたします。
 （石濱　洋）

昭和３４年卒業（亥鼻三四会）
　三四会は毎年同窓会を行っていますが、今回は伊勢
神宮が２０年に一度の遷宮の年なので同窓会を伊勢で開
催しました。遠いため参加者は１３名となりましたが、
１０月２２日２３日と一泊で鳥羽のグランドホテルに参集し
ました。ホテルに行く前に鳥羽の水族館を有志で見学
しました。想像していた以上に大きな水族館でアシカ
のショーなどもあって十分楽しむことができました。
夕食はホテルでアワビと伊勢海老それに松坂牛と山海
の珍味でみな満腹となりました。翌日２３日は小雨模様
の天気でしたが外宮，内宮と順に回りました。新しい
お宮の近くに行ったり、写真を撮ったりすることはで
きませんでしたが清々しい荘厳な雰囲気は満喫できま
した。昼食は
とうふ屋で美
味しいお膳を
いただき、帰
りに赤福を
買って帰路に
つきました。 
（神﨑　保徳） 
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昭和３５年卒業（珊瑚会）
　昨年のクラス会
「珊瑚会」は鹿倉、
白石の両幹事が担
当。大正ロマン華
やぐ時代の風情と
伝統を今に伝える
芝浦、料亭「牡丹」
で５月に開催。本
間　徹　君が久しぶりに大阪から参加、全部で１８名、
うち女性が６名で未だに若々しく愛らしい様子が会を
一層盛り上げた。献立表に書き添えられた「温故創新」
の「牡丹」料理を楽しみながら会員の近況と懐かしい
思い出話に花が咲いた。
　続いて国の名勝に指定されている「旧芝離宮恩賜庭
園」を訪問。入口の見事な藤の花に迎えられ、つつじ、
錦鯉の群れる池、浮島、石垣・枯滝など見事な庭園風
景を心行くまで観賞した。浜松町駅で次回クラス会で
の再会を約して解散。
　珊瑚会々員も３０名になりましたが、歳相応に趣味、
旅行、山行き、ゴルフ、時に呑み会、薬剤師の仕事に
もまだまだ頑張っています。次回幹事は鹿倉、武藤の
お二人がお引き受け頂いています。元気でお会いし、
歓談出来ることを皆さん期待しています。
 （秦　初博）

昭和３６年卒業（三六会）
　今回は会食・はとバス観光・箱根旅行の三点セット
で、それぞれ自由選択の参加。１０月下旬東京駅ステー
ションホテルに集合。総員はいつもより多い１６名。し
かし個室が大きくなく、女性１０名、男性６名が二室に
分かれてフランス料理を堪能。前後に皆で一室に集ま
り、近況報告と記念写真。数十年ぶり参加の人もいた
が、全員何とか若いころの面影が残り、懐かしかった。
その後新装開店した東京駅構内を三々五々見物した後、
５時から「夜の東京とスカイツリー観光」を敢行。ス
カイツリーからは、きらびやかな東京の夜景を堪能し
た。
　二日目から三日目にかけて箱根周遊旅行。参加人数
は少なく、二日目は雨模様でやや興を削がれたが、他
の大勢の観光客と共に見どころはしっかり見、懇親を
深めること
ができた。
三日目は快
晴で、終わ
り良ければ
総てよし。
 （村上　泰興）

昭和３７年卒業
　平成２５年クラス会が前年の約束通り、有楽町ニュー
トーキョーで６月２日（日）に開催されました。前年
は卒業後５０周年で、幹事の執念もあり１７名出席で、何
十年振りかの顔もあり賑やかでしたが、今回は１２名の
アットホームな雰囲気のなかで、欠席の仲間の状況も
酒の肴にして午後のひと時を過ごしました。
　先立った９名以外の仲間の消息確認も幹事の役目と
思いまとめてみると、年を全く感じさせない現役の人、
寝たきりの人、介護する人、されてる人と、年齢相応
の色々ありましたが、海外在住の一名以外全員とコン

タクトとれ報告できました。
　平成２６年もクラス会は定席となっている有楽町ニ
ユートーキョーに、６月１日（日）予約してあります。
常連は勿論、前回
お休みの方々とも
元気なうちに又会
えますようにと願
いつつ、この場を
借りてご案内とし
ます。 （近藤　清宏）

昭和３８年卒業（三葉会）
　昨年４月に加藤安之さんが逝去され、物故者も１０名
を数えるに至り寂しい限りです。卒業５０周年を迎えた
昨年、その記念にと３０年振りに会誌「あまるがむ」を
卒業五十周年記念号として発行しました。会員２７名と
亡くなられた級友のご遺族からの寄稿、在学時の懐か
しい写真等も含めて本誌及び別冊として発行しました。
記念誌は６月に開催した江の島・鎌倉方面でのクラス
会の出席者にはその場でお渡しし、往時の想い出の一
助としました。初日は江の島「岩本楼」に集合し、島
内巡りの後に夕刻からの会食でしたが、出席者は途中
からの参加も含めて１８名でした。翌日は貸切バスを利
用して、鎌倉大仏、長谷寺、鶴ヶ丘八幡宮など刊行し
てから光明寺本堂で精進料理の昼食の後に鎌倉駅で解
散しました。二日間で２万歩も歩けた方々も居り、体
調は様々で
すが、いま
暫くはクラ
ス会も続け
られそうな
気がしまし
た。

 （鷲見　常夫）

昭和４０年卒業（峠の会）
　平成２５年度のクラス会（峠の会）は、稲葉實君と吹
野秀亀君が幹事となって１１月９日（土）、「思い出の地・
千葉市で会いましょう」の呼びかけで、千葉センシ
ティタワー２２階の「海燕亭」にて開催されました。当
初は１０月２６日（土）の予定でしたが、猛烈な台風で延
期されたのです。出席者は初めの日程では１５名が見込
まれましたが、日程変更によって３名減って１２名とな
りました。欠席を余儀なくされた３名の中には久々の
出席予定だった熊谷さん、また会の常連の荒木君と齋
田さんがおられたのは誠に残念、恨めしい台風でした。
いつものように出席者の近況報告が行われてから、懐
かしい亥鼻キャンパスを訪れることになりました。平
成２３年に「医薬系総合研究棟Ⅱ期棟」が完成し薬学部
が亥鼻キャンパスに完全移転したのでそれを見学しよ
うと言うわけです。大学病院に通ずる道路を挟んで高
層ビルのⅠ期棟とⅡ期棟が聳え立つ様は木造平屋の教
室・研究室で学んだ私たちには隔世の感がありました。
当初の目論みでは職員に内部を案内してもらう予定
だったのです
が手違いで実
現しませんで
した。
 （平野　武明） 
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昭和４６年卒業
　従来は４年ごととしていましたクラス会開催を、２
年ごととしました。
　本年１０月１９日（日）に開催予定です。連絡先は片野
清昭氏です。

昭和４７年卒業
　３年ぶりに、昨年１１月９日に新橋第一ホテル東京内
アンシャンテで同窓会を開催しました（出席者は２８名）。
今回から幹事も大分変わり、女性として初登板の槙
（旧姓小岩）さん、新間さん、川島さんと遠藤が勤め
ました。１７時の開宴前から結構な盛り上がりで、幹事
も会のスタートに四苦八苦で大分テンションが上がり
ました。最初に、２００９年に高橋有美さん（旧姓茂木）
が、ご他界されたことをご報告し、黙祷をささげまし
た。
　今回は、上野さん（教授）からパワーポイントを使
用して現在の西千葉駅周辺、懐かしの校舎、新しい猪
鼻の薬学部、新入生や卒業生の動向など微に入り細に
入りの懇切丁寧かつユーモアに富んだレクチャーがあ
りました。一同いたく感心し、ヘェー。
　それから、恒例の近況報告。１人１分のところ、ほ
ぼ皆さん普通にオーバーしましたが（年をとると時間
がゆっくりと流れるらしい）、なんとか無事終了しま
した。皆さん元気でご活躍されているようで、お互い
に元気をもらいましたが、ご両親の介護には相当ご苦
労された、もしくはされている方も多いようです。
　あっという間に２時間が過ぎ、写真撮影の後、次回
での再会を誓い
ました。
　その後、同ホ
テル内のカフェ
バー「トラック
ス」で２次会と
なり、相当な出
席率であったと
記憶しています。
 （遠藤　護）

平成１２年卒業（２１世紀会）
　２０１１年の第２１号に掲載されて以来、久しぶりの投稿
になります。
　Facebookのグループをのぞいた限りでは、昨年は
２回くらい「集まろう！」という企画があったようで
す。あったようです…というのは、私がいずれにも参
加できなかったので、詳しくは知らないのです。なん
で参加できなかったのだろう？と考えてみると、昨年
は年明けに引越しをして忙しかったのだということを
思い出しました。１年前のことも、だいぶ昔に感じる
くらい、毎日たくさんの出来事が起こり、日々新しい
発見があります。忙しくて同級生にはなかなか会えな
いものですが、実は、私の勤務先には、同級生が私も
含めて５人います。仕事が忙しい時でも、同級生の顔
を見て、時には話をすることが、自分の力になります。
そんな環境にいる私は恵まれていると感じています。
だからこそ、今年は、いや、２～３年の間には、久し
ぶりに同窓会をやりたいですね。何人かの方から同じ
ような声もいただいていますし、懐かしい顔ぶれに会
いたいと思っています！ （佐藤　且章） 

平成１３年卒業
　２０１３年は、平成１３年（２００１年）卒業の我々にとって、
一つの区切りの年となりました。１０年前の１２月２０日は
我々の同級生である、高橋純理君が急逝し、あまりに
若すぎる突然の訃報に悲しみ、ご冥福をお祈り致しま
した。以来、ほぼ毎年、純理君のご家族が１年祭、２
年祭と、純理君に近況を報告する機会、また同級生が
集まる機会を作ってくれておりました。２０１３年は１２月
８日に新宿にて１０年祭が行われ、我々千葉大学薬学部
同級生だけでなく、純理君の中学、高校の友人、千葉
大学弓道部の面々が集まりにぎやかな会となりました。
１１月には「９７P」の同級生の男ばかり６名（浅井君、
大塚君、岡村君、野田君、東君、片桐）が東京でお酒
を交えて懇親を深めた話、その席上の話で当然のよう
に純理君の話が出たことや、米国ハーバード大学へ留
学をしている堤君の話、愛知、静岡に住む笠原君、田
代君に会いに行った話、仕事や家庭の話などを純理君
に報告致しました。純理君のご家族が開いてくださる
この会は、10年一区切りということで今回で一旦終了
することになっております。今まで、純理君に近況を
報告する機会、また同級生が集まる機会をご用意して
下さった、純理君のご家族にこの場を借りて心より御
礼申し上げます。
　本年は卒業からは13年が経ちますが、同級生の皆様
の楽しい近況をいつでもお待ちしておりますとともに、
皆さんが集まる機会を作っていきたいと思います。
 （片桐　大輔）

平成１８年卒業
　平成１８年卒の皆さん、ご無沙汰しています。学年理
事の松尾佑里です。お元気ですか？
　先日、K君の結婚披露宴に出席してきました。帽子
の彼、といえば皆さんピンとくるでしょうか。
　披露宴には多くの学友が出席していました。学生当
時、毎日のように顔を合わせていた彼らのほとんどが
家庭を持ち、仕事でも転職を経験するなど、充実した
３０代を迎えていました。
　ちなみに私はというと、結婚＆出産を経て、東京駅
にある製薬会社に勤務しています。
　皆さんはどうでしょうか。卒業して早８年。きっと
様々な経験をされてきたことと思います。
　そこで来年あたり、同窓会を開こうかなと考えてい
ます。
　学生時代に各研究室で連絡係を務めてくださった皆
さん、そのうちお知らせしますのでご協力お願いいた
します！

 （松尾　佑里）

平成２１年卒業
　私達が薬学部を卒業して、もうすぐ５年が経過しま
す。最後の４年制薬学部であった私達は、ちょうど薬
学教育の過渡期を経験したと思います。金曜日だけ亥
鼻校舎へ出向いたり、またOSCEやCBTのプレ演習を
受けたり、研究室の合併や新設があったり、新校舎の
建設が始まったり･･･と。毎日があわただしく、あっ
という間に過ぎ去った気がします。
　２０代も後半になり、結婚や出産といった吉報を各方
面から聞きます。数えてみるとおそらく１０人以上の方
が結婚したと聞いております。かくいう私も、今年の
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夏には結婚（！）を予定しており、月日が経つのは早
いなと改めて感じます。老け顔なのであまり見た目が
変わらないのが救いですが。。。皆さんが毎日を楽しく
過ごしていることを願っております。
 （木村　亮太）

平成２２年（薬科学科）、２４年（薬学科）卒業
　去る３月１日に第一回となる０６P同窓会を開催しま
した。卒業から２年が経過し、在学時の懐かしい話や
現在の仕事の話等に花が咲きました。こうして集まっ
てみると皆本当に色々な道で頑張っているなと感じま
す。薬学の分野の広さを改めて実感し、良い環境で良
い仲間と共に大学生活を送ることができたことを嬉し
く思いました。
　・・・と書いてみましたが、この原稿を書いている
時点では開催まであと４日なので、いわゆる未来完了
形で書くのが正確です。しかし、きっとこんなことを
思える素晴らしい同窓会になると確信しています。
　こうして同窓会に漕ぎつけることができたのも、協
力してくれた幹事の皆と参加してくれた皆のお陰です。
２年ごとに開催出来ればと思っているので、残念なが
ら今回参加できなかった方、参加を見送った方も次回
は参加して頂ければと思います。 （大澤　伸彦）

平成２４年（薬科学科）、２６年（薬学科）卒業
　「２０年に一度の大雪」に見舞われたことが嘘のよう
に、日々暖かさが増しております。皆様、元気にお過
ごしでしょうか。長いようで短かった研究室生活も終
わりをつげ、私たちの学年も今まさに社会へと足を踏
み出そうとしています。
　話は変わりますが、春は引っ越しをする方が多くい
らっしゃるかと思います。斯く言う私も、この度職場
付近で賃貸探しをしているところです。間取りを眺め
る度に夢を膨らませる反面、どのような物件を選べば
良いのか全く分からず途方に暮れているところです。

この文章が掲載されている
頃には決定しているでしょ
うが、どなたか後学のため
にもいい物件の条件を教授
して頂けたら幸いです。
　とまあ冗談はこの辺にし
て。社会人一年目、環境の
変化に多々驚くこともある
でしょうが、みなさん自分
の道を邁進していることで
しょう。ぜひ同窓会を開い
て、語り合いたいものですね。
 （松本　渉吾）

平成２５年（薬科学科）卒業
　時間が経つのは早いもので、もうすぐ卒業して一年
が過ぎようとしています。みなさん変わりなくお過ご
しでしょうか？
　私たちの学年はほとんど全員が、薬学部卒業後、薬
学研究院の修士過程に進学をしました。そして、自分
に与えられた課題のもと日々勉学に勤しんでいます。
学部時代のように頻繁に会うことはできないものの、
偶然食堂や学会会場などであった際は昔話に花を咲か
せたり、お互いの将来について真剣に語らい合ったり
します。現在、私たちは就職活動という壁に挑戦をし
ています。なかなか思い通りにいかず、もどかしい思
いを感じることも有りますが、日々自身の成長を感じ
ることができる充実した日々を過ごしています。
　社会人になるまであと一年。まだまだ至らぬところ
も多いかと思いますが、社会で活躍している千葉大の
先輩方にはどうか温かい目で見守っていただければと
思います。
　同期のみなさん、また今年の夏休みにみんなで集ま
りませんか？ （孫　雨晨）

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

支 部 便支 部 便 りり
薬友会東京支部
　東京支部の総会は会場の都合で、休会しておりまし
た。従来より使用しておりました日本橋倶楽部の建物
が竣工し、３月末より使用出来ることとなりました。
そこで、５～６月頃までに幹事会を開き、１１月頃の総
会開催について打合せをする予定です。
 （渡辺　楷）

ササークル紹ークル紹介介
ゐのはな山岳会
２５年度・ゐのはな山岳会の活動
　ゐのはな山岳会には、会長も、会則も、会費もない
が、事実上の事務局長、計画立案部長、会計課長が現
れ、スムーズに運営される。会員は罰則無しの自由参
加、費用は消費税含む自己負担、危険は任意加入保険
付の自己責任である。ほぼ月１回の日帰り山行が基準
で、その内２－３回位が宿泊付。１２月に年次計画発表。
毎回の参加者は１２－２０人位。　

　私は３
年ほど前、
誘われ再
加入し恐
る恐る参
加した。
最初の南
房総鋸山
が難なく登れたのに味を占め、２５年度は７回参加した。
日帰り山行は南房総・高塚山、浅間高原・天丸山、西
東京・八王子城址、日光・高山、東山梨・斧窪御前山、
箱根・浅間山のほか、初秋・３泊４日の山陰・伯耆大
山・同三徳山に参加。大山ではさすがに足の筋肉が痛
くなったが気分爽快。それぞれの登山後は、温泉（風
呂）に入り、勿論ビールで乾杯が次への活力源だ。
　山行のほか８月に暑気祓と１２月に忘年会を東京で行
う。山行はしないがここには出席する会員も多く、人
数は倍になる。人との触れ合いによる心の健康と、適
度な運動での体力維持・増進のため、老いも若きも中
年もぜひご参加下さい。
（ご連絡は５２年卒角田範子氏まで：

atukak@fb３.so-net.ne.jp）
 （村上　泰興） 
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千葉大薬友会ゴルフ
　平成１６年４月に発足した薬友会ゴルフも昨年満１０年
を迎え春４月５日に第１９回を行った。例年見頃の桜が
非常に早い開花の為盛りを過ぎてしまい残念ながら
「観桜ゴルフ」と呼ぶには若干遅すぎたが、快晴に恵ま
れ楽しくラウンドする事が出来た。又秋の第２０回は記
念大会として１０月１５日に実施。参加者も１４名と最近で
は最も多く、心配された台風の影響も若干受けたが午
後の中雨の中を全員完走。更に賞品も弾み楽しい１日
であった。（其の後雨風は強まり翌日のゴルフ場はク
ローズ。）

成績　第１９回　①吉岡武男　②勝浦公男　③横田友三郎
　　　第２０回　①早藤弘　　②勝浦公男　③村田寿
第２０回優勝の早藤氏（３３卆）は発足当初よりのメンバー
でもあるが、ここ数年体調優れず不参加が続いたが今
回より再び参加され見事優勝された。
このように復帰される方も居られるが、会の継続には
新規参加者が望まれます。前回もお願い致しましたが
特に東京城南方面、川崎、横浜在住の方々の参加をお
待ちしております。（交通の便もよく電車なら根岸線
洋光台下車クラブバスで５分、車なら港南台インター
下車２分です。）連絡先『幹事』勝浦公男（S４４年卒）
TEL０３-３５６５-３４２８
第２０回出席者　前列左より村田S３５、村瀬寿S４０、長谷
川恵S４４、三浦尚（特）、三浦S２３、田村S４２
後列左より村瀬S３８、秦S３５、勝浦S４４、渡辺S３３、
古橋S２３、早藤S３３、横田S３８、長谷川S４３

（幹事　勝浦公男、三浦　清）

東洋医学研究会
　こんにちは、私たちは東洋医学研究会です。私達東
医研は、主にパワーポイントを用いて各自が調べてき
たことを発表し共有する勉強会や、定期的に開かれる
自由講座を聴きに行くことで漢方や東洋医学について
学んでいます。これらは必ずしも出席する必要は無い
ので他の部活やサークルとの兼部も大歓迎です。
　春には医学部東医研と合同で新歓等を企画しており
ます、また夏にはサークルで旅行に出かけたり漢方薬
に関する実験を行ったりと、上記の勉強以外にもイベ
ントを開くことがあるのでそこまで堅苦しいサークル
ではありません。今年もいくつか企画を考えておりま
すので興味がある方は是非来てください！新入部員募
集中です！ （中村　浩彰） 

薬学テニス部
　薬学テニス部は、学部１年生から３年生を中心とし
た１０名ほどの部員で、週１回程度西千葉キャンパスの
コートを利用して活動しています。経験者も初心者も
いて、少人数なので、コートを広々使って充実した練
習ができ、初心者でもどんどん上達できます。また、
普段の授業ではなかなか会わない学部の先輩とも仲良
くなれますよ。活動予定はテストなどにも柔軟に合わ
せられるので、勉強に集中しやすい環境だと思います。
ほかのサークルやバイトとも両立しやすいです。昨年
の夏休みには千葉県白子町で１泊２日の合宿を行いま
した。テニスだけでなく、バーベキューや花火なども
楽しんで部員の交流がより深まりました。和気藹々と
した楽しいサークルです。勉強の息抜きにもいいです
し、ぜひ一度遊びに来てください。 （鈴木　智実）

薬学茶道部
　私たち薬学茶道部
は、毎週金曜日に表
千家の先生をお呼び
して茶道の稽古に励
んでいます。最近は
活動場所が変わり、
茶室の設備が万全で
はありませんが、工
夫をしながら活動しています。主な行事は11月の大学
祭で開くお茶会です。毎年たくさんの方に来ていただ
いています。大学から茶道を始めた部員がほとんどで
すが、それまでにお点前の流れを覚え、お客様をおも
てなしできるくらいにまで上達します。部員は少数で
すが、先輩後輩の仲もよく、日頃の忙しさを忘れて癒
される時間を過ごしています。毎週の稽古の他に食事
会や年１回の旅行など楽しい行事があります。茶道は
堅苦しいと思う人もいるかもしれませんが、和気あい
あいと活動しています。 （青砥　香織）

薬学野球部
　私たち薬学野球部は、月に二回ほど大学の野球場で
活動を行っています。初心者も経験者も一緒になって、
キャッチボールやノック、紅白戦と、短い時間ながら
も皆で汗を流して楽しい時間を過ごしています。
　薬学野球部は、メンバー全員が薬学部ということも
あり、先輩・後輩間のつながりが非常に強いです。そ
のため、学業や将来のことなどいろいろな相談を気軽
にでき、ためになるアドバイスをくれる頼もしい先輩
に出会うことができます。
　他大学との関わりも深く、毎年春と秋に東京大学、
京都大学、大阪大学、そして千葉大学の各薬学部によ
る野球大会を行っています。この野球大会は通称「四
大戦」といい、薬学野球部最大のイベントといえます。
今後も野球を通じて、これらの大学との交流を深めて
いければ幸いと考えています。 （濵田　孝樹）
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活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
学部だより　学部だより　

２６．４．１　採用　　　樋坂　章博　教授（高齢者薬剤学）
２６．４．１　昇任　　　森部久仁一　教授（製剤工学）
２６．４．１　採用　　　山本　惠司　特任教授
２６．４．１　配置換　　加川　夏子　助教（薬品製造学）
　　　　　　　　　環境健康フィールドセンター講師へ

２５．５．１　採用　　　原田　慎吾　助教（薬化学）
２５．１１．１　採用　　　青木　重樹　助教（生物薬剤学）
２６．３．３１　定年退職　石川　勉　　教授（薬品製造学）
２６．３．３１　定年退職　上野　光一　教授（高齢者薬剤学）
２６．３．３１　定年退職　山本　惠司　教授（製剤工学）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

教員の異動　（２０１３年５月１日～２０１４年４月１日）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
２０１４年度薬学部入学者の状況
入学者８３名（男３２名、女５１名：推薦１０名、前期６０名、後期１１名、帰国子女２名）
出身高校一覧
４名　渋谷教育学園幕張（千葉）
３名　県立千葉（千葉）、小石川（東京）、浜松北（静岡）
２名　川越（埼玉）、薬園台（千葉）、東京学芸大学附属（東京）、豊島岡女子学園（東京）、戸山（東京）、雙葉（東京）、本郷（東京）、
フェリス女学院（神奈川）、横浜翠嵐（神奈川）
１名　Langley High School（アメリカ）、Clear Lake High School（アメリカ）、札幌北（北海道）、札幌西（北海道）、牛久栄進
（茨城）、土浦日大（茨城）、宇都宮女子（栃木）、前橋女子（群馬）、市立浦和（埼玉）、浦和第一女子（埼玉）、浦和明の星女子（埼
玉）、春日部（埼玉）、春日部共栄（埼玉）、川越女子（埼玉）、栄東（埼玉）、佐倉（千葉）、佐原（千葉）、昭和学院秀英（千葉）、千
葉東（千葉）、東京学館浦安（千葉）、東邦大学付属東邦（千葉）、東葛飾（千葉）、上野（東京）、江戸川女子（東京）、大妻（東京）、
お茶の水女子大学附属（東京）、開成（東京）、学習院高等科（東京）、小山台（東京）、女子学院（東京）、竹早（東京）、筑波大学附
属（東京）、東京学芸大学附属国際（東京）、西（東京）、日比谷（東京）、三田（東京）、浅野（神奈川）、厚木（神奈川）、洗足学園
（神奈川）、桐光学園（神奈川）、三条（新潟）、片山学園（富山）、県立長野（長野）、松本深志（長野）、沼津東（静岡）、旭丘（愛知）、
豊橋東（愛知）、南山（愛知）、明和（愛知）、立命館（京都）、青雲（長崎）、鶴丸（鹿児島）

２０１４年度大学院医学薬学府入学者の状況（４月入学者）
修士（薬学領域）入学　４９名：総合薬品科学専攻４９名
博士（薬学領域）入学　２２名：先端医学薬学専攻（４年制）９名、先端創薬科学専攻（３年制）１３名

薬剤師国家試験合格状況
平成２６年　３月１、２日実施
新卒者合格率　８８.１%（３７名：８８.１%は全国７３大学中、５位の成績です。）

２０１３年度　卒業生・修了生の進路
学部４年制　４５名
　進学　４５名 ：千葉大学４４名、東京大学１名
学部６年制　４２名
　進学　１名 ：千葉大学
　病院　１３名 ：豊田厚生病院、田上病院、長門記念病院、藤田保健衛生大学病院、亀田総合病院、高島平中央総合病院、入間川

病院、千葉徳洲会病院、千葉友愛会記念病院、千葉大学医学部附属病院（２名）、船橋市立医療センター、順天
堂大学医学部附属病院

　企業　２０名 ：㈱イーピーミント、中外製薬㈱、イーピーエス㈱、徳永薬局㈱、ゼリア新薬工業㈱、協和発酵キリン㈱、ひかわ
調剤薬局、クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン㈱、㈱杏林堂薬局、日本調剤㈱、薬日本堂㈱、ア
ステラス製薬㈱、㈱ヤクルト、㈱ハーモニー薬局、ウエルシア関東㈱、㈱エルシーグル―プ、日本メディカル
システム㈱、㈱アインファーマシーズ、トーア・エイヨー㈱、（福）聖隷福祉事業団

　公務員等 ６名 ：（独）医薬品医療機器総合機構（３名）、千葉県病院局、東京都（２名）
　未定　２名 ：
修士修了　４５名
　進学　１１名 ：千葉大学１１名
　企業　３１名 ：第一三共RDノバーレ㈱、オリオンビール㈱、日本ジェネリック㈱、高田製薬㈱、㈱三和化学研究所（２名）、パレクセ

ル・インターナショナル㈱、清水メディカル㈱、㈱クレハ、日本農薬㈱、東レ㈱、日医工㈱、富士フイルムファインケミカル
ズ㈱、㈱大塚製薬、㈱陽進堂、㈱メディサイエンスプラニング、第一三共㈱、アステラス製薬㈱（２名）、花王㈱、ゼリ
ア新薬工業㈱、持田製薬㈱、佐藤製薬㈱、白鳥製薬㈱、王子ゴム化成㈱、ヒノキ新薬㈱、テルモ㈱、グラクソ・スミス
クライン㈱、Meiji Seikaファルマ㈱、㈱京仁洋行

　公務員等 １名 ：（独）医薬品医療機器総合機構
　未定　２名 ：
博士修了　１３名：千葉大学医学部附属病院（２名）、獨協医科大学、千葉科学大学、新彊医科大学（中国）、Ohio State大学（アメ

リカ）、エスエス製薬㈱、アステラス製薬㈱、第一三共㈱、東レ㈱、持田製薬㈱、藤本製薬㈱、㈱ヤクルト

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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　薬友会ホームページURLは随時更新しています。今ま
での薬友会報が閲覧できるとともに、住所変更などもこ
こからメイルで連絡できます。

http：//www.p.chiba-u.ac.jp/yakuyukai/

平成２５年 活動実績報告
　３月　新入生入会案内（新規終身会員１０１名）
　５月　薬友会報２３号発行
　７月　薬友会役員会・常任理事会および第２２回千葉
　　　　大学薬友会生涯教育セミナー・

宮木高明記念講演会 開催（薬学部１２０周年記念
講堂）
「The創薬－基礎から患者へ」（講師４名、参加
者１９０名）

　１２月　役員会・常任理事会
平成２６年 活動予定
　３月　新入生入会案内
　５月　薬友会報２４号発行
　７月　役員会・常任理事会および第２３回千葉大学薬
　　　　友会生涯教育セミナー
　１２月　役員会・常任理事会、総会

お知らせ
　薬友会のさらなる活性化のために、終身会員加入とご
寄付をお願い申しあげます。
１）終身会員：会費２万円、昭和４８年に開設（２０１３年、
加入率約７４%）。会員名簿ＣＤを更新のたびに無料で
配布します。 

２）ご寄付：一口２千円から随時受付けています。とくに、
終身会員会費が１万円であった会員のみなさまのご協
力をお願い申しあげます。同封の払込用紙の通信欄に、
「終身会員」あるいは「寄付」と明記のうえ、氏名、住
所、卒業年度をご記入いただき、＜郵便振替口座 
００１５０-５-５５１７９６ 千葉大学薬友会＞にお願い申しあげ
ます。

平成２６年度各種委員会名簿
（○印、現委員長。前委員長はアドバイザーとして参画）

総務委員会　○村山俊彦、藤野裕道、中村浩之、
　　　　　　村上泰興（S３６）、根矢三郎（前委員長）

財務委員会　○山本友子、高屋明子、佐藤慶治、
　　　　　　村上泰興（S３６）、濱田康正（前委員長）

名簿委員会　○高山廣光、北島満里子、小暮紀行、
　　　　　　村上泰興（S３６）、戸井田敏彦（前委員長）

事業委員会　○濱田康正、根本哲宏、原田慎吾、
　　　　　　渡辺　楷（S３３）、佐藤信範（前委員長）

会報委員会　○山本恵司、森部久仁一、東顕二郎、
　　　　　　渡辺　楷（S３３）、加藤文男（S４７）、
　　　　　　角田範子（S５２）、西田篤司（前委員長）

薬友会より　薬友会より　

　今年度の受賞記今年度の受賞記録録 （平成２５年１月～平成２６年３月）：教員の受賞（共著を含む）を掲載

平成２５年１月 日本薬学会近畿支部奨励賞（日本薬学会近畿支部）　原田慎吾（薬化学）
平成２５年２月 NUTRI Young Investigator Award ２０１３（第２８回日本静脈経腸栄養学会学術集会）　竹田真理

子、渡辺健太、福本泰典、有吉範高、石井伊都子ほか１３名（病院薬学・医学部附属病院薬剤
部・分子細胞生物学）

平成２５年３月 優秀発表賞（第８６回日本細菌学会総会）　庄司竜麻、高屋明子、佐藤慶治、山本友子（微生物
薬品化学）

平成２５年５月 旭化成創剤研究奨励賞（日本薬剤学会）　森部久仁一（製剤工学）
平成２５年５月 優秀論文賞（日本薬剤学会）　池田保夫、東顕二郎、森部久仁一、山本恵司（製剤工学）
平成２５年９月 学長賞（千葉エリア産学官連携オープンフォーラム２０１３）　降幡知巳（薬物学）
平成２５年９月 Best Poster Award（The １０th International Symposium on Agglomeration）　長谷川友紀、

東顕二郎、森部久仁一、山本恵司（製剤工学）
平成２５年１０月 学生優秀発表賞（第９６回日本細菌学会関東支部総会）　松井優里、高屋明子、佐藤慶治、山本

友子（微生物薬品化学）
平成２５年１０月 優秀発表賞（第５６回日本薬学会関東支部大会）　林みなみ、根本哲宏、濱田康正（薬化学）
平成２５年１０月 優秀発表賞（第５６回日本薬学会関東支部大会）　薄田健史、関根秀一、荻村栄一郎、堀江利治、

伊藤晃成（生物薬剤学）
平成２５年１０月 優秀発表賞（第５６回日本薬学会関東支部大会）　設楽竜平、壬生総子、東顕二郎、森部久仁一、

山本恵司（製剤工学）
平成２５年１１月 JSPS Asia Core Program Lectureship Award（９th International Conference on Cutting–

Edge Organic Chemistry in Asia）　西田篤司（薬品合成化学）
平成２５年１１月 優秀発表賞（ポスター発表）（第５回食品薬学シンポジウム）　岡部慧、小暮紀行、北島満里子、

高山廣光（生体機能性分子）
平成２６年２月 平成２５年度優秀発明賞（千葉大学）　西田篤司、中村浩之、村山俊彦（薬品合成化学・薬効薬

理学）
平成２６年２月 有機合成化学協会研究企画賞（有機合成化学協会）　根本哲宏（薬化学）
平成２６年３月 Plant & Cell Physiology論文賞（日本植物生理学会）　山崎真巳、斉藤和季ほか１０名（遺伝子

資源応用）
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　平成２５年春の叙勲で、廣瀬聖雄千葉大学名誉教
授が瑞宝中綬章を受章されました。廣瀬聖雄先生
は昭和３６年に薬学部助教授として赴任され、その
後昭和４９年より平成８年までの２２年間にわたり薬
学部教授として生化学研究室を主宰され、平成８
年に名誉教授となられました。その間、薬学研究
の発展と人材育成にご尽力され、数多くの卒業生、
修了生を送り出しました。また、薬学部長、評議
員、放射性同位元素専門委員会委員を歴任され、
薬学部、大学の発展に大きく貢献されました。
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　平成２５年秋の叙勲で、畝本力千葉大学名誉教授
が瑞宝中綬章を受章されました。畝本力先生は昭
和４３年に腐敗研究所助教授に着任された後、昭和
５２年に生物活性研究所教授に昇任されました。そ
の後、昭和６２年より薬学部教授に配置換され、平
成１２年までの１３年間にわたり膜機能学研究室を主
宰され、平成１２年に名誉教授となられました。そ
の間、薬学研究の発展と人材育成にご尽力され、
数多くの卒業生、修了生を送り出しました。また、
薬学部長、評議員、薬学部附属薬用資源教育研究
センター長、アイソトープ総合センター長を歴任
され、薬学部、大学の発展に大きく貢献されまし
た。
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ＳＮＳとは ？
　Social Networking Site （ソーシャルネットワーク）　の略
語で、インターネット上の交流を通して社会的ネットワーク
（ソーシャル・ネットワーク）を構築するサービスのことです。
既に使っておられる方も多いと思いますが、Facebookが有
名な例の一つです。

薬友会ＳＮＳってどんなもの ？
１．学年理事はＷＥＢ上で役員会・常任理事会に参加できま
す。
２．学年理事以外の薬友会員も、ＷＥＢ上で交流（メッセー
ジ送信、薬学部のニュースの閲覧）ができます。
３．薬学部の様々なニュースを更新して発信していきます。

どうして薬友会ＳＮＳを提案しているの ？
　最近の薬友会の役員会・常任理事会に若者の出席が少なく、また、若手の同窓会の取り組みもあまり盛んでは
ないように感じます。そこで、まずは学年理事からでも、総会に出席してもらい、若手の関心を呼び起こそうと
始め出した取り組みです。遠方で、または、仕事が忙しくなかなか会議の出席がかなわない２０代～３０代に、ＷＥ
Ｂ参加の機会を与えることで、少しずつでも、若手の活性化が進めばと思っております。もちろん、このシステ
ムは若手以外も参加できます。千葉大学本部のＳＮＳ「CURIO」を使ったシステムですのでデザインは少々古め
かしいですが、薬友会からの別途費用の発生はなく、また、セキュリティも高く、安心です。このシステムに参
加希望の方は、以下までご連絡ください。既に平成１０年～平成２０年の学年理事のうち、１３名がこのシステムに同
意し、参加しております。

学年理事の方の申し込み、お問い合わせ先
　　□　平成13年学年理事　片桐大輔　　E-mail : d.katagiri.ap@gmail.com　
学年理事以外の方の申し込み、お問い合わせ先
　　□　入会申込書はこちらのアドレスからダウンロードください。
　　　　　　http://www.chiba-u.ac.jp/sns/pdf/Curioentre.pdf
　　□　入会方法についてのお問い合わせは　千葉大学校友会事務局　043-290-3903　まで。
薬友会ＳＮＳそのものへのお問い合わせ先
　　□　平成13年学年理事　片桐大輔　　E-mail : d.katagiri.ap@gmail.com

（平成13年学年理事　片桐　大輔）

　薬友薬友会会SNSのご紹SNSのご紹介介　

　叙勲のお祝叙勲のお祝いい　
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日　時：平成２６年７月１２日（土） １３：００～１７：２０
場　所：千葉大学薬学部120周年記念講堂
　　　　（医薬系総合研究棟 II 期棟 １階）
　　　　（〒260-8675　千葉市中央区亥鼻１－８－１）
主　催：千葉大学大学院薬学研究院・千葉大学薬友会
共　催：日本薬剤師研修センター（参加者には日本薬剤師

研修センターより単位が認定されます。）
テーマ：「創薬・医療の最前線　-基礎から患者へー」
　１）「新規２型糖尿病治療薬イプラグリフロジンの創薬研究」
　　　高倉 昭治 先生

（アステラス製薬㈱研究本部　主管研究員）
「最近、本邦で許認可を取得しました新規作用機序（SGLT２阻害
作用）を有する２型糖尿病治療薬イプラグリフロジンについて　その創薬の経緯，薬理作用ならびに臨床効果について紹介いたしま
す。」

　２）「新しい抗凝固療法時代の幕開け：経口FXa阻害剤エドキサバンの研究開発」
　　　森島 義行 先生（第一三共㈱、研究開発本部 研究統括部 生物医学研究所 第二グループ長）

「半世紀以上、経口抗凝固剤としてはワルファリンのみが使用されてきましたが、最近、新しい経口抗凝固剤が相次いで発売されまし
た。本講演では、その中で唯一の日本発の製品であるエドキサバンの研究開発を紹介いたします。」

　３）「次世代抗体を中心とする協和発酵キリンの抗体医薬研究開発戦略」
　　　秋永 士朗 先生（協和発酵キリン㈱　リサーチフェロー）

「抗体医薬とは、生体がもつ免疫システムの主役である抗体を主成分とした医薬品です。成人T細胞白血病リンパ腫に有効な最先端
の抗体医薬ポテリジオの研究開発の紹介です。」

　４）宮木高明記念講演：「多能性幹細胞を用いた神経疾患の再生医療と病態研究」
　　　赤松 和土 先生（順天堂大学医学部ゲノム再生医療センター　特任教授）

「iPS細胞を用いる再生医療と疾患iPS細胞を用いた創薬研究についての最新の解説です。」

セミナー参加費　　１,0００円（事前予約）　１,５００円（当日）
参加申込み方法　　同封または郵便局備え付の払込書にて下記の郵便振替口座に参加費を送金ください。
                  払込書の通信欄に、氏名、住所、卒業年度を必ずご記入ください。
　　　　　　　　　［事前予約締切：平成２６年７月１日（火）］
　　　　　　　　　郵便振替口座：００１５０－５－５５１７９６　千葉大学薬友会
　　本セミナーに関するお問い合せは薬学研究院（薬化学研究室） 濱田康正までお願いいたします。
　　（電話/FAX：043-226-2920、 E-mail：y-hamada@faculty.chiba-u.jp）

編集後記

第２３回千葉大学大学院薬学研究院 薬友会生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催のお知らせ
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

　薬友会報の創刊は1991年ですが、はや24号となりました。「思えばいと疾し」というのは卒業式の歌ですが、本誌も皆様のご協力によ
り歴史を刻むまでに成長しました。これまでの会報は、「薬友会報バックナンバー」検索、で全てをご覧になれます。本誌の編集委員
長は、研究室単位で約20年に一度の持ち回りで行われてきています。創刊号から３号までは、まだ若かった私が担当させていただきま
したが、計らずも私の定年の年に、再度編集委員長が回って来ました。初心に帰って、編集委員の皆様と相談し、少し形を変えて編集
してみました。良い方向に向かっていれば、幸いです。悪いとの評価の場合もご意見お寄せ下さい。今後の改善に結び付けられます。
これからは国立大学受難の時期を迎えます。ステイクホールダーからの意見を大学運営に反映することが求められています。千葉大学
薬学部を積極的に支援する同窓会、前向きに物言う同窓会に変身する方策を考える良い機会かもしれません。　　　（山本　恵司）

　　薬友会報２４号編集委員会
　　　山本恵司（委員長）、森部久仁一、東顕二郎、植田圭祐、戸井田敏彦（次期委員長）、西村和洋、
　　　東恭平、渡辺楷（S33）、加藤文男（S47）、角田範子（S52）、西田篤司（前委員長）

・JR千葉駅、京成千葉駅到着後、JR千葉駅東口正面７番のバス乗り場から「千葉大学
病院」行きバス、または「南矢作」行きバスに乗車、「千葉大薬学部前」で下車。約
１５分。

生涯教育セミナーへのご招待：本年度は薬学部卒業後３５年の１９７９年（昭和５４年）３月、卒業後４５年の１９６９年（昭
和４４年）３月に卒業された方々をご招待いたします。該当されます皆様は、当日受付係にお申し出ください。
　薬学部見学のご案内：卒業生と一緒に参加される小・中・高校生および大学生については参加費無料といたし
ます。また、ご希望があれば医薬系総合研究棟 I・IIをご案内いたしますので、事前にお申し込みください。この
機会に是非母校に足を運ばれ、新棟が建つ亥鼻キャンパスで旧友と久しぶりの一時をお楽しみください。
　一般参加者のご来聴：卒業生のみならず一般の参加者も歓迎いたしますので、奮ってご来聴ください。
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